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法学研究科
◆法学専攻　修士課程・博士後期課程
◆国際関係法学専攻　修士課程

○法学研究科の理念
法学研究科は、「真理愛好、個性尊重」という本学の
建学の精神に則り、法学・政治学・国際関係の分野にお
ける多様な基礎的・先進的研究を推進し、真理探究に努
めるとともに、学生の個性を尊重しつつ、社会のニーズ
に応える高度な専門教育を展開する。

○法学研究科の目的
法学研究科の目的は、法律実務や行政において活躍し
うる専門的職業人、企業・地域社会・国際社会において
高度な法的（専門）能力を備えた担い手として活躍しう
る人材及び公共的な事柄に強い関心を持ちうる人材を育
成することとする。

法学研究科 理念・目的

【修士課程】
１．�「特殊講義」を通じて、学部段階よりも高度な法学・
政治学・国際関係の専門的知識を修得し、豊かで柔
軟性のある専門的実践能力を養う。

２．�「特殊研究」を通じて、専攻分野における特定テーマ
を深く追究し、理論的・実践的な解決・方向性を示
すことのできる能力を養う。

【博士後期課程】
１．��「研究特殊講義」を通じて、修士課程レベルよりも高
度な研究を追究するにふさわしい専門的知識を修得
し、高度な専門的実践能力を養う。

２．�「研究演習」を通じて、各専攻分野における研究をよ
り深化させ、より高度な専門的能力及びその成果の
公表に必要な実践的能力を養う。

神戸学院大学大学院法学研究科では、本研究科が定め
たディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーに対
する理解を前提として、以下のような学生の入学を期待
する。

【修士課程】
学部レベルにおける法学・政治学の専門的知識・能力

を堅実に身につけていて、それをさらに向上させるにふ
さわしい能力と意欲を持つ学生。

【博士後期課程】
修士課程レベルにおける専門的能力を基礎として、特
定の専門領域における高度な研究を追求するにふさわし
い能力と意欲を持つ学生。

法学研究科 ３つのポリシー
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【修士課程】
学部段階において修得した法学や政治学に関する専門
的知識や能力を基礎として、以下の能力を養うことを目
的とする。
１．�実社会や法実務において応用することができる高度
な専門的知識を修得し、それを実践的な問題解決に
生かすことができる。

２．�専攻分野における理論的・実践的論点を抽出して、
それを研究対象として追究し、研究成果としての修

士論文において理論的に一貫し、実践的にも適切な
方向性を示すことができる。

【博士後期課程】
専攻分野における理論的・実践的観点を抽出して、そ
れを研究対象として追究する高度な能力を養い、研究者、
実務家、あるいは専門的職業人にふさわしいレベルでの
研究成果の発表（研究報告、論文作成）ができる。
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法学研究科の 特 長

 法学研究科進学の意義
法学研究科に進学する意義は、主として２つあります。
第一に、学部時代に身につけた基礎的な専門知識や法的思
考力（リーガルマインド）をベースにして、より高度な専
門知識や法的思考力あるいは政治学・国際関係の素養を磨
くことにあります。さらに、自らが専攻する分野について
は、特定のテーマを掘り下げる研究能力も身につけます。
これらによって、学部卒業者よりも高度な専門的能力を
持って社会に進出し、貢献することが可能になります。

第二に、「プラス２年間」（修士課程）を生かして、公務
員試験合格、資格取得（司法書士、税理士、行政書士、社
労士、通関士など）、法科大学院への進学、博士課程への
進学、企業等の民間への就職など、将来の夢に向けて努力
を続けることが可能になります。大学院研究室に与えられ
る自分専用のデスクを拠点に、図書館や課外講座などの施
設・制度を継続して利用しながら、勉強を続けることが可
能です。

1

 法学研究科の専攻と授業形式
法学研究科には「法学専攻」（修士課程・博士後期課程）
と「国際関係法学専攻」（修士課程）があります。
「法学専攻」修士課程（学年定員８名）では、憲法、行
政法、刑法などの公法分野、民法、商法、民事訴訟法など
の民事法分野を中心に、主として伝統的な法律分野に関す
る高度な専門知識と法的思考力の修得を目指します。ま
た、兵庫県行政書士会との学術交流協定に基づく司法研修
講座も開講されており、実務家の皆さんと一緒に学ぶこと
ができる実務系科目も用意されています。「国際関係法学
専攻」修士課程（学年定員４名）では、国際的な素養を有
する人材を育成する目的から、国際法、国際取引法、国際
関係論など、国境を越えた多様な問題に対応する専門分野
を中心に高度な知識と思考力を修得していきます。

修士課程における授業は、どちらの専攻においても、
「特殊講義」と「特殊研究」から構成されています。「特殊
講義」では、少人数のゼミ形式での発表と議論を通じて多
様な専門分野における高度な知識と思考力の向上を目指し
ます。科目によっては、判例や文献の輪読とディスカッシ
ョンという形で進めるところもあります。「特殊研究」で
は、専攻分野における特定テーマの修士論文の作成に向け
て、指導教員の個人指導を２年間継続して受けることにな
ります。
「法学専攻」の博士後期課程では、専攻分野の研究を指
導教員の個別指導の下で推進し、博士論文の作成を目指し
ます。

2

 法学研究科における勉学・研究支援体制
法学研究科の大学院研究室には、各自の専用のデスクが
与えられます。研究室には大学院生専用のパソコンやプリ
ンターなども完備されています。また、大学院研究室は、
法学研究科の教員の研究室と隣接しているために、必要に
応じて指導教員のきめ細かな個別指導を受けることができ
ます。各科目の授業も少人数クラスでのゼミ形式であるた
め、教員やほかの受講者と緊密なコミュニケーションを交
わしながら、勉学・研究を進めることができます。
経済的支援の面では、何と言っても授業料が学部時代の

半額であり、国公立大学よりも負担が少なくてすみます。
内部進学者の場合には、入学金も免除されます。さらに、
学部時代に比べて、学生支援機構の奨学金も各段に受けや
すい環境が整っており、加えて大学独自の支給・貸与奨学
金の制度も充実しています。
なお、TA（ティーチング・アシスタント）に登録すると、
勉学や研究に支障のない範囲で、法学部教員の授業や教育
の補助、定期試験の監督補助などの仕事を経験することが
でき、時給制で報酬が支払われます。

3

 法学研究科における将来の進路
法学研究科修士課程修了者は、裁判所事務官、国税専門
官などの専門職公務員、国家公務員（Ⅱ種、一般職）、地
方都市市役所、警察官などの公務員、会計事務所・法律事
務所などの事務職、製造業・貿易会社の総務部門などの民
間企業就職、医療法人の事務職、大手運送会社の国際部門
（通関士）、法科大学院への進学、博士後期課程への進学
など、各自の個性を生かして多様な進路を選択し、それぞ

れの分野で活躍しています。これらの実績を見ると、修士
課程の「プラス２年間」を将来の夢に向けて活用する意義
は非常に大きいと思われます。
また、博士後期課程からは、専門学校の教務部門や民間
企業の営業部門などへの就職実績がありますが、中には大
学の教壇に立つことになった人もいます。

4
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法学研究科 研究分野と内容

岩田　将幸
国際関係論を研究しています。とりわけ以下を主要
な研究テーマとしています。
・フランスを中心とした欧州安全保障
・多国間主義
・国際的な正当性の問題

大山　　弘
・�刑事責任論（キーワード：責任と予防、期待可能
性、可罰的責任）
・�経済犯罪と刑事規制（キーワード：経済刑法、詐
欺的商法、政治腐敗、環境刑法）
・�量刑論（キーワード：量刑判断、量刑事情、量刑
相場、裁判員裁判）

岡田　豊基
・�保険法（保険契約法・保険業法）に関する判例を
中心とした法規制の研究
・�企業取引法（商行為法・海商法）に関する法規制
の研究

岡本　篤尚
安全保障法制・対テロ法制と個人の尊厳・基本的人
権との緊張対抗関係に関する研究。また、その前提
として、現代における武力紛争・内戦・テロの分析。

表田　充生
・イギリスにおける労働紛争解決制度
・イギリスにおける労働契約理論
・国際的な労働紛争解決問題等

恩地　紀代子
・行政法学・ドイツの行政裁判手続など

角森　正雄
①将来の給付の訴えの研究
②現代型訴訟の研究
③模擬裁判による法教育・法学教育方法論

春日　　勉
・刑事弁護論
・司法制度論
・市民の司法参加
・カナダの刑事司法

上脇　博之
日独の政党国家論を中心に研究。
より具体的には、政党法、国民代表論、選挙制度論、
政治資金問題、政治倫理問題を研究している。

木原　正樹
国際法の研究。とりわけ、国際犯罪（侵略の罪、ジ
ェノサイド罪、人道に対する罪、戦争犯罪）に関し
て研究しています。
具体的には、国際刑事裁判所で、侵略の罪は処罰可
能なのか、それ以外の三犯罪については、どのよう
な要件で処罰されるのか、上官や部下のうち誰が処
罰されるのか、などに関して研究しています。

小松　昭人
民法学・イングランド法
①代理に関する諸問題（特に、無権代理の法的処理）
②�契約に関する諸問題（特に、契約の解釈とそれに
関連する問題）
③信託に関する諸問題
④ �19・20世紀イングランドにおける商事法制の
形成史

小松　卓也
企業グループを対象とした会社法規整のあり方
金融商品取引および金融商品市場法制に関する基本
問題

笹川　明道
①英米法における不当利得と原状回復
②不当利得返還義務の範囲
③契約締結過程において生じる消費者問題

佐々木　光明
刑事法学・少年司法学
①少年司法における子どもの権利保障
②近代刑事法原則とその現代的変容・展開
③刑事立法学・刑事立法過程論
④司法福祉
⑤児童虐待防止

佐藤　雅美
①英米における法人処罰論の展開
②企業活動と刑事責任
③�イギリス刑法理論の比較研究（理論史的研究を
含む）

佐藤　善恵
税法を中心にファイナンスや会計の周辺について
研究

田中　裕明
研究テーマとしては、「事業者の市場支配力濫用規
制」であり、日本とドイツとの比較を通じて規制の
法理を探究している。ドイツ法にみる濫用規制事例
を検討することが、日本の独占禁止法における「私
的独占」禁止法理の探究・形成に有益な材料を提供
してくれるからである。また濫用規制を支える思想
基盤も研究対象としている。

田中　康博
物権的請求権の研究
相隣関係法・隣地通行権研究
相続財産の帰属に関する研究

塚田　哲之
アメリカ合衆国における表現の自由、憲法裁判論、
現代日本の憲法動態。

廣峰　正子
民法、特に民事責任法における抑止機能や制裁機能
についてが中心的テーマ。
比較法の対象はフランス法。現在フランスで進行中
の不法行為法改正についても研究している。

福嶋　敏明
アメリカ合衆国における信教の自由など

増成　　牧
新種取引をめぐる法的諸問題、消費者保護に関する
法律問題

渡辺　　洋
憲法の法規範としての性格をめぐる原理的考察
その一環で、これまで次のようなトピックについ
て、主にドイツにおける議論を参照しながら考察し
てきた。
「たたかう民主制」（憲法忠誠）、集会の自由、公務
員制度　等々
近年は、より一般的な（記述的）法理論に関心を回
帰させつつある。

佐藤　一進
政治思想史

濵谷　直子
租税法について、キャピタルゲイン及びキャピタル
ロスの所得課税上の問題点を手掛かりとして、所得
概念論と所得税の課税根拠に関し、特にアメリカ連
邦所得税と比較研究を行っている。その他、所得の
構成要素としての損失や法人の課税根拠に関心が
ある。

森　　達也
・�現代政治理論（規範理論）および政治的イデオロ
ギーの研究
・�政治的自由論、価値多元論
・�アイザィア・バーリンの政治思想

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

准教授

准教授

准教授
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法学研究科 2021 年度開設科目一覧

法学専攻　修士課程
憲法Ⅰ
憲法特殊講義Ⅰ
憲法特殊研究ⅠＡ
憲法特殊研究ⅠＢ
憲法Ⅱ
憲法特殊講義Ⅱ
憲法特殊研究ⅡＡ
憲法特殊研究ⅡＢ
行政法Ⅰ
行政法特殊講義Ⅰ
行政法特殊研究ⅠＡ
行政法特殊研究ⅠＢ
行政法Ⅱ
行政法特殊講義Ⅱ
行政法特殊研究ⅡＡ
行政法特殊研究ⅡＢ
租税法Ⅰ
租税法特殊講義Ⅰ
租税法特殊研究ⅠＡ
租税法特殊研究ⅠＢ
租税法特殊講義Ⅱ
租税法特殊研究ⅡＡ
租税法特殊研究ⅡＢ
租税法Ⅱ
租税法務特殊講義Ⅰ
租税法務特殊講義Ⅱ
刑法Ⅰ
刑法特殊講義Ⅰ
刑法特殊研究ⅠＡ
刑法特殊研究ⅠＢ
刑法Ⅱ
刑法特殊講義Ⅱ
刑法特殊研究ⅡＡ
刑法特殊研究ⅡＢ
刑事訴訟法
刑事訴訟法特殊講義
刑事訴訟法特殊研究Ａ
刑事訴訟法特殊研究Ｂ
刑事政策
刑事政策特殊講義
刑事政策特殊研究Ａ
刑事政策特殊研究Ｂ
民法Ⅰ
民法特殊講義Ⅰ
民法特殊研究ⅠＡ
民法特殊研究ⅠＢ
民法Ⅱ
民法特殊講義Ⅱ

民法特殊研究ⅡＡ
民法特殊研究ⅡＢ
民法Ⅲ
民法特殊講義Ⅲ
民法特殊研究ⅢＡ
民法特殊研究ⅢＢ
民法Ⅳ
民法特殊講義Ⅳ
民法特殊研究ⅣＡ
民法特殊研究ⅣＢ
民法Ⅴ
民法特殊講義Ⅴ
民法特殊研究ⅤＡ
民法特殊研究ⅤＢ
民法Ⅵ
民法特殊講義Ⅵ
民法特殊研究ⅥＡ
民法特殊研究ⅥＢ
商法Ⅰ
商法特殊講義Ⅰ
商法特殊研究ⅠＡ
商法特殊研究ⅠＢ
商法Ⅱ
商法特殊講義Ⅱ
商法特殊研究ⅡＡ
商法特殊研究ⅡＢ
商法Ⅲ
商法特殊講義Ⅲ
商法特殊研究ⅢＡ
商法特殊研究ⅢＢ
商法Ⅳ
商法特殊講義Ⅳ
商法特殊研究ⅣＡ
商法特殊研究ⅣＢ
商法Ⅴ
商法特殊講義Ⅴ
商法特殊研究ⅤＡ
商法特殊研究ⅤＢ
経済法
経済法特殊講義
経済法特殊研究Ａ
経済法特殊研究Ｂ
民事訴訟法Ⅰ
民事訴訟法特殊講義Ⅰ
民事訴訟法特殊研究ⅠＡ
民事訴訟法特殊研究ⅠＢ
民事訴訟法Ⅱ
民事訴訟法特殊講義Ⅱ
民事訴訟法特殊研究ⅡＡ

民事訴訟法特殊研究ⅡＢ
労働法
労働法特殊講義
労働法特殊研究Ａ
労働法特殊研究Ｂ
法制史
法制史特殊講義
法制史特殊研究Ａ
法制史特殊研究Ｂ

国際関係法学専攻　修士課程
国際関係法
国際法特殊講義Ⅰ
国際法特殊研究ⅠＡ
国際法特殊研究ⅠＢ
国際法特殊講義Ⅱ
国際法特殊研究ⅡＡ
国際法特殊研究ⅡＢ
国際私法特殊講義
国際取引法特殊講義
国際取引法特殊研究Ａ
国際取引法特殊研究Ｂ
企業取引法特殊講義
企業取引法特殊研究Ａ
企業取引法特殊研究Ｂ
国際民事訴訟法特殊講義
国際民事訴訟法特殊研究Ａ
国際民事訴訟法特殊研究Ｂ
知的財産法特殊講義
知的財産法特殊研究Ａ
知的財産法特殊研究Ｂ
国際政治
国際政治学特殊講義
国際政治学特殊研究Ａ
国際政治学特殊研究Ｂ
国際関係論特殊講義
国際関係論特殊研究Ａ
国際関係論特殊研究Ｂ
政治学特殊講義
政治学特殊研究Ａ
政治学特殊研究Ｂ
政治思想史特殊講義
政治思想史特殊研究Ａ
政治思想史特殊研究Ｂ
経済関連科目
国際金融論特殊講義
国際経営論特殊講義
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法学専攻　博士後期課程
法学分野
憲法研究特殊講義Ⅰ
憲法研究演習ⅠＡ
憲法研究演習ⅠＢ
憲法研究演習ⅠＣ
憲法研究特殊講義Ⅱ
憲法研究演習ⅡＡ
憲法研究演習ⅡＢ
憲法研究演習ⅡＣ
行政法研究特殊講義Ⅰ
行政法研究演習ⅠＡ
行政法研究演習ⅠＢ
行政法研究演習ⅠＣ
行政法研究特殊講義Ⅱ
行政法研究演習ⅡＡ
行政法研究演習ⅡＢ
行政法研究演習ⅡＣ
租税法研究特殊講義
租税法研究演習Ａ
租税法研究演習Ｂ
租税法研究演習Ｃ
刑法研究特殊講義Ⅰ
刑法研究演習ⅠＡ
刑法研究演習ⅠＢ
刑法研究演習ⅠＣ
刑法研究特殊講義Ⅱ
刑法研究演習ⅡＡ
刑法研究演習ⅡＢ
刑法研究演習ⅡＣ
刑事訴訟法研究特殊講義
刑事訴訟法研究演習Ａ
刑事訴訟法研究演習Ｂ
刑事訴訟法研究演習Ｃ
刑事政策研究特殊講義
刑事政策研究演習Ａ
刑事政策研究演習Ｂ
刑事政策研究演習Ｃ
民法研究特殊講義Ⅰ
民法研究演習ⅠＡ
民法研究演習ⅠＢ
民法研究演習ⅠＣ
民法研究特殊講義Ⅱ
民法研究演習ⅡＡ
民法研究演習ⅡＢ
民法研究演習ⅡＣ
民法研究特殊講義Ⅲ
民法研究演習ⅢＡ
民法研究演習ⅢＢ

民法研究演習ⅢＣ
民法研究特殊講義Ⅳ
民法研究演習ⅣＡ
民法研究演習ⅣＢ
民法研究演習ⅣＣ
民法研究特殊講義Ⅴ
民法研究演習ⅤＡ
民法研究演習ⅤＢ
民法研究演習ⅤＣ
商法研究特殊講義Ⅰ
商法研究演習ⅠＡ
商法研究演習ⅠＢ
商法研究演習ⅠＣ
商法研究特殊講義Ⅱ
商法研究演習ⅡＡ
商法研究演習ⅡＢ
商法研究演習ⅡＣ
商法研究特殊講義Ⅲ
商法研究演習ⅢＡ
商法研究演習ⅢＢ
商法研究演習ⅢＣ
商法研究特殊講義Ⅳ
商法研究演習ⅣＡ
商法研究演習ⅣＢ
商法研究演習ⅣＣ
商法研究特殊講義Ⅴ
商法研究演習ⅤＡ
商法研究演習ⅤＢ
商法研究演習ⅤＣ
経済法研究特殊講義
経済法研究演習Ａ
経済法研究演習Ｂ
経済法研究演習Ｃ
民事訴訟法研究特殊講義Ⅰ
民事訴訟法研究演習ⅠＡ
民事訴訟法研究演習ⅠＢ
民事訴訟法研究演習ⅠＣ
民事訴訟法研究特殊講義Ⅱ
民事訴訟法研究演習ⅡＡ
民事訴訟法研究演習ⅡＢ
民事訴訟法研究演習ⅡＣ
労働法研究特殊講義
労働法研究演習Ａ
労働法研究演習Ｂ
労働法研究演習Ｃ
法制史研究特殊講義
法制史研究演習Ａ
法制史研究演習Ｂ
法制史研究演習Ｃ

国際関係法学分野
国際法研究特殊講義Ⅰ
国際法研究演習ⅠＡ
国際法研究演習ⅠＢ
国際法研究演習ⅠＣ
国際法研究特殊講義Ⅱ
国際法研究演習ⅡＡ
国際法研究演習ⅡＢ
国際法研究演習ⅡＣ
国際取引法研究特殊講義
国際取引法研究演習Ａ
国際取引法研究演習Ｂ
国際取引法研究演習Ｃ
企業取引法研究特殊講義
企業取引法研究演習Ａ
企業取引法研究演習Ｂ
企業取引法研究演習Ｃ
国際民事訴訟法研究特殊講義
国際民事訴訟法研究演習Ａ
国際民事訴訟法研究演習Ｂ
国際民事訴訟法研究演習Ｃ
知的財産法研究特殊講義
知的財産法研究演習Ａ
知的財産法研究演習Ｂ
知的財産法研究演習Ｃ
国際政治学研究特殊講義
国際政治学研究演習Ａ
国際政治学研究演習Ｂ
国際政治学研究演習Ｃ
国際関係論研究特殊講義
国際関係論研究演習Ａ
国際関係論研究演習Ｂ
国際関係論研究演習Ｃ
政治学研究特殊講義
政治学研究演習Ａ
政治学研究演習Ｂ
政治学研究演習Ｃ
政治思想史研究特殊講義
政治思想史研究演習Ａ
政治思想史研究演習Ｂ
政治思想史研究演習Ｃ

※ �2022年度の開講科目は2021年
10月頃決定します。

※ �2022年度開講科目は変更される
可能性があります。
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経済学研究科
◆経済学専攻　修士課程・博士後期課程
◆経営学専攻　修士課程

○経済学研究科の理念
経済学研究科は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」
のもと、経済学・経営学の分野における研究を推進し、
真理探究に努めるとともに、個性豊かな良識ある高度専
門職業人を育成する。

○経済学研究科の目的
経済学研究科の目的は、経済学・経営学に関する高度
な専門知識と分析手法を修得し、広く社会に貢献できる
有為な高度専門職業人を育成することとする。

経済学研究科 理念・目的

【修士課程】
次の教育方針にしたがい、特殊講義、演習、外国文献
研究を設け、研究指導を行う。
①�それぞれの分野の高度な専門知識を修得するとともに、
情報収集分析能力、口頭表現能力、文章表現能力、論
文作成能力を獲得するため、特殊講義、外国文献研究
を体系的に設ける。
②�高度な専門知識の修得と研究能力の涵養を目的として、
専攻科目の演習を設ける。

【博士後期課程】
次の教育方針にしたがい、特殊研究、特別演習を設け、
研究指導を行う。
①�より高度な専門知識を修得し、研究能力を獲得するた
め、特殊研究を設ける。
②�高度な専門知識を修得し、研究者として独創的な研究を
行うことができるよう、専攻科目の特別演習を設ける。

次のような学生の入学を期待する。

【修士課程】
〈知識・理解〉
経済学または経営学の学問内容および研究方法につい
て、学士課程修了相当の基礎的な知識を有している。
〈思考・判断〉
経済学・経営学における研究方法を用いて、自ら研究
課題を設定することができる。
〈関心・意欲〉
経済・経営に関する諸問題の解明に関心を持ち、修得
した専門知識によって、社会の発展に寄与したいと考え
ている。
〈技能・表現〉
修得した専門知識を、口頭発表や文章表現によって、
的確に伝えることができる。

【博士後期課程】
〈知識・理解〉
経済学・経営学の学問内容および研究方法について、
修士課程修了相当の十分で高度な知識を有している。
〈思考・判断〉
経済学・経営学における研究方法を用いて、自ら高度
な研究課題を設定することができる。
〈関心・意欲〉
経済学・経営学の高度な研究に関心を持ち、高度な専
門知識が要求される研究者、職業を目指し、社会の発展
に寄与したいと考えている。
〈技能・表現〉
修得した高度な専門知識を社会に向けて的確かつ簡明
に伝えることができる。

経済学研究科 ３つのポリシー
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【修士課程】
経済学研究科が定める修了要件を満たすとともに、次
の達成目標に関する最終試験に合格した者に修士の学位
を授与する。
〈知識・理解〉
経済学・経営学に関する高度な専門知識を有する。

〈思考・判断〉
経済学・経営学の学問領域の高度な研究方法をもって、
自ら設定した課題を総合的に考察することができる。
〈関心・意欲〉
修得した高度な専門知識を社会で応用することに関心
があり、社会の発展に貢献したいと考えている。
〈技能・表現〉
修得した高度な専門知識を社会に向けて的確かつ簡明
に伝えることができる。

【博士後期課程】
経済学・経営学の高度な専門知識を修得し、研究者と
して独創的な研究を行い、社会の発展に貢献できる能力
を持つとともに、研究科が定める修了要件を満たすこと
によって、博士の学位を授与する。
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経済学研究科の 特 長

 理念と目的
経済学研究科には、経済学専攻と経営学専攻の２専攻が
あり、経済学専攻については修士課程と博士後期課程、経
営学専攻については修士課程があります。
経済学研究科は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」の
もと、経済学、経営学の分野における研究を行い、真理探

究に努めるとともに、個性豊かな良識ある高度専門職業人
を育成します。
経済学研究科の目的は、経済学、経営学に関する高度な
専門知識と分析手法を修得し、広く社会に貢献できる有為
な高度専門職業人を育成することです。

1

 教　育
経済学研究科は多様なニーズに応えるようカリキュラム
を構築しています。経済学専攻の修士課程では、基礎理論・
歴史、応用理論・政策、法学関連の科目領域から、経営学
専攻の修士課程では、経営学、会計学、経営科学、法学関
連の科目領域から、研究テーマに応じて授業科目を選択し
ます。それぞれの分野の高度な専門知識だけでなく、研究

に必要な情報収集、口頭発表、文章表現、論文作成の能力
を修得することを目指します。
専攻科目の演習を２年間に履修することで、高度な専門
知識の修得と研究能力を育成します。充実したスタッフが、
大学院生の多様な研究ニーズに応えつつ、研究指導を十分
に行います。

2

 研究環境
大学院生用の図書予算・コピー費の配当、学外奨学金の
貸与および充実した学内奨学金の支給等、研究に専念でき

る環境が整っています。さらに論文の作成に必要かつ十分
な図書・雑誌も図書館に揃っています。

3

 進　路
修了生は、税理士資格を得て活躍している人、実業界で
活躍している人など、様々な進路に進出して活躍していま
す。学部卒業生から社会人、留学生まで、広く門戸を開い

ています。経済、経営に関する諸問題を解明することに関
心を持ち、修得した専門知識によって、社会の発展に寄与
したいと考えている人の入学を期待しています。

4

 長期履修制度
修士課程の標準修業年限は２年です。しかし、職業を有
している方、または育児、長期介護等の事情により、標準
修業年限（２年）での教育課程の履修が困難な方を対象と

して、標準修業年限を越えて計画的に履修し３年で教育課
程を修了する長期履修制度を設けています。

5
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経済学研究科 研究分野と内容

石本　眞八
国際貿易論・技術移転の理論的研究。特に一般均衡
の枠組において２国間の技術移転が各国の厚生に与
える効果、及び最適政策の分析。また、厚生効果と
最適政策が移転する技術の型とどのように関連し、
さらには市場構造との関連を明らかにする。

井上　善博
私の研究テーマは現代企業の経営学です。現代企業
の経営課題とは何でしょうか。この課題に対して、
経営戦略的な側面と組織能力の側面からアプローチ
し、持続的な成長を実現するために必要なマネジメ
ント手法について探求しています。特に、企業が顧
客のニーズにどのように応えているのか、企業内の
能力をいかにして競争力に結びつけているかについ
て研究しています。

江頭　寛昭
研究テーマは、グローバル経済下の中小製造業の生
産・取引構造変化についてです。家電や自動車など
の分野では、海外生産の拡大とともに、部品の現地
調達も進んでおり、セットメーカーに向けて部品を
供給してきた中小製造業に求められる役割も変化し
ています。そうした状況に中小製造業がどう対応し
ているのかを研究しています。

大⻆　盛広
応用社会システム論
利益や利便性の最大化、リスクの最小化などを目的
とする施設の最適配置問題を、数理的な手法および
ヒューリスティックな手法を用いて解くことに取り
組んでいる。特に、競合する他の施設や相反する条
件が存在する場合について重点を置いている。

岡部　芳彦
15－18世紀後半にかけてイギリスにおいて作成
された検認遺産目録を用いて、様々な職業の実態や
実生活を明らかにすることが研究課題である。
公文書館に所蔵される史料の整理し、古文書を活字
化（トランスクリプション）して、学術的な研究成
果を広く一般に使用できる形式にすることにも取り
組んでいる。

小川　　賢
１．�情報セキュリティ対策に関する研究。大学や高
等専門学校等の高等教育機関におけるセキュリ
ティ対策について、セキュリティ対策の進捗度
評価の枠組みの構築や、進捗状況と高等教育機
関の属性による要因分析から、どのような要因
が対策を行っていく上で寄与度が大きいかにつ
いて明らかにし、高等教育機関のセキュリティ
レベルの向上に有効な優先順位づけを行う。

２．�遠隔医療・在宅医療に関する研究。自治体によ
る遠隔医療・在宅医療の施策に関して、自治体
の属性や推進のキーパーソン、システム等多様
な要因を分析することでどのような自治体で導
入促進が進められているか明らかにする。

今野　　勤
システム分析論。
ものづくり企業を題材に、①ビジネスモデルがどの
ように構築されているか ②ビジネスモデルの抱え
る問題が何かを分析し ③これらの問題をどのよう
に解決するかについて研究する。企業のビジネスの
現場で起きている実際のデータを、統計解析手法で
分析することで、問題の根本原因を追究し、効果的
な解決策を導き出す。

佐藤　伸明
経済社会の発展と経済の構造変化の連関の研究。最
近は、主に、多部門線型システムに基づく発展と部
門構造の連関を理論的に研究しています。

塩出　省吾
競合関係にある施設を配置する問題を研究してい
る。ゲーム理論を用いて均衡解の存在について検討
し、存在するならばその均衡解を求める解法を導く
研究をしている。さらに現実面も考慮して、モデル
を構成する要素に不確実性や不確定性を導入する。
また、選挙における投票理論と関連して政策空間に
おける候補者の配置を決める問題も研究している。

柴田　淳子
現代社会で見受けられる複雑系において、有効な分
析方法の一つであるマルチエージェントシステムに
関する研究を行っている。情報の不確かさが意思決
定に与える影響について考察するとともに、人間の
複雑な選好を反映したエージェントの設計に取り組
んでいる。

島永　和幸
日米欧における人的資本や無形資産の認識・測定・
開示・表示問題を主たる研究テーマとしている。企
業の持続的競争優位は、主として組織内部で醸成さ
れる自己創設無形資産にあるとの観点から、人的資
本会計・無形資産会計について理論的・実証的研究
を行っている。

関谷　次博
専門は経営史・経済史です。現代の問題を歴史の視
点から分析し、解決の方法を提言することに強い関
心を持っています。「維持・存続」が困難となった
理由を、それ以前にはどのように「維持・存続」さ
れてきたのか、そして、そうした「維持・存続」の
メカニズムにどのような変化が生じたのかを見出す
ことで、歴史の流れにそくした新しい「維持・存続」
のメカニズムを提言することに努めます。また、そ
のような問題解決のための高大連携や産学連携にも
積極的に取り組んでいきます。

千田　直毅
人的資源管理論。企業における人的資源管理と組織
構造の補完的関係に着目して研究を行っている。と
りわけ組織変革がおこる際に、従業員がその変化に
適応し、高いパフォーマンスをあげるために機能的
となりうる人的資源管理のあり方はいかなるものか
を明らかにする。また、国際比較調査を通じて近年
の日本企業における人的資源管理と組織構造の新た
な補完的関係を理論的に捉える枠組みの構築を目
指す。

竹治　康公
「不確実性下の意思決定理論」、Ellsberg の逆説
etc の期待効用理論では解決不可能な諸問題につい
て、Shackle の意思決定理論 etc の非確率的意思
決定理論の立場から研究する。

田中　康介
専門は経営管理論、経営戦略論です。これまで主に、
経営戦略とは何か、そして、なぜ企業にとって経営
戦略は必要なのか、などを基本的なテーマとして追
究してきました。また、戦略自体だけではなく、戦
略と組織の関わりや、組織内で実際に（組織メンバ
ーによって）、どのように戦略が形成され実現され
ていくのか（いくべきか）、などについても検討し
てきました。更に近年、様々なビジネスモデル（仕
組み）についても、実践的な研究を行っています。

田中　美生
日本経済の重要問題の一つである地域経済の活性化
について、地域産業政策の調査研究を行っている。
産業振興のキー・ファクターは、競争環境の整備と
人的資本の蓄積であるという視点から、現在の行政
機構ならびに行政と民間の役割分担の再検討を行う
とともに、中小零細企業のインキュベーションの仕
組みを、理論と実証の両面から模索している。

田宮　遊子
社会保障論。社会保障制度、とくに所得保障を中心
とした再分配政策に関して、国際比較、既存統計の
二次分析、質的・量的社会調査等を用い、政策評価
分析を行っている。

辻　　幸恵
マーケティング論の中のプロモーション（広告コミ
ュニケーション）を専門としている。流行に着目し、
その現象を分析している。また、最近はブランドの
構築、拡大などの論理を見直し、キャラクターへの
応用や実践的なビジネスの事例を研究している。具
体的にはゆるキャラの地域貢献とブランド化、若者
の新製品へのニーズを継続的に調査している。

常廣　泰貴
産業組織論。経済主体間の行動を分析する上で強力
な分析道具であるゲーム理論を用いて、企業間のさ
まざまな競争について産業組織論の立場から考察を
行う。特に、新技術開発をめぐる企業間のR&D競
争に関心があり、社会的厚生を高める上でどのよう
な産業政策が有効であるかを探る。

中村　　亨
国際金融・貿易と経済発展に関する実証分析。特
に通貨危機発生メカニズムと為替レートの過大評
価計測に関する研究を行っている。また、地理
（geography）が経済発展に及ぼす影響も、日本を
ケースに実証分析を行っている。

西山　　茂
実物・金融両面にわたるマクロ計量経済モデルを完
成し、政策分析、予測のための分析を行うこと。

林　　隆一
コーポレートファイナンス分野に関連し、コーポレ
ートガバナンス、IR（Investor　Relations）、企
業金融のエージェンシーコストなどを専門としてい
る。また企業研究に関して、機械（建機・ロボット・
FA・工作機械）や電機・自動車などのものづくり
企業のフィールドワークを通して、企業分析・競争
力比較・企業評価などを調査・研究している。
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伴　ひかり
応用一般均衡モデルの１つであるGTAPモデルを
用いた国際経済政策および炭素削減政策のシミュレ
ーション分析。現在の研究テーマは、貿易自由化、
直接投資、パリ協定、および国際排出量取引の経済・
環境効果。

平井　健之
研究分野は財政学・公共経済学で、政府の経済活動
を理論的・実証的に研究している。とりわけ近年の
研究テーマは政府支出と経済成長の因果関係、政府
の収入と支出の因果関係、および財政の持続可能性
に関する研究であり、巨額の政府債務を抱えるわが
国の財政運営のあり方を実証的に検討している。

松田　裕之
現代労務管理の体系がどのように構築されてきたの
かを19世紀後半以降のアメリカ合衆国における企
業経営の展開のなかに探っていく。具体例として、
鉄道産業、電気通信産業、食肉加工産業、製鉄・鉄
鋼産業、自動車産業をとりあげ、労務管理の本質部
分に迫る。

圓生　和之
労働経済学。労働市場のメカニズムを解明し、労働
政策に理論的基礎を与えることをめざす学問分野。
研究テーマは、内部労働市場の実証的研究で、組織
における人事のメカニズムを分析している。特に公
共部門の内部労働市場を対象とした実証研究を進め
ている。

三宅　敦史
金融市場の不完全性とマクロ経済変動の関係につい
て理論的な研究を行っている。
また上記に加えて、少子高齢化がマクロ経済にどの
ような影響を及ぼすのか、少子化対策としてどのよ
うな政策が有効なのかに関する研究も併せて行って
いる。

宮本　幸平
政府・自治体が住民に開示する財務情報につき、会
計及び経済学の理論に基づき研究しています。政府
活動結果につき、財務報告書の項目を如何に測定・
表示するかを、会計学・経済学の理論を援用しつつ
論考し成果を公表しています。又最近では、公益法
人や医療機関の会計情報についても考察対象として
います。

毛利　進太郎
生産現場におけるスケジューリングの数理的モデル
の構築とその最適化手法の研究。また組合せ最適化
問題、特に多目的組合せ最適化問題に対する汎用的
なアルゴリズムの研究を行っている。

安井　一浩
財務会計の研究を行っている。その中でも会計基準
のあり方についての研究を行っている。またあわせ
て会計理論の科学性についての研究も行っている。
科学的な研究に基づく制度設計への提言が、現在の
研究の目標である。

吉田　康久
経営意思決定における管理会計技法の目的適合性に
ついて、管理工学的な見地から、その有機的有用性
について研究している。管理会計技法は、組織形態
に制約されることなく、準用の普遍性を含有してい
るため、近年は、適用深度の浅い非営利組織に対す
る適用形態と実施可能性を探究している。

林坂　弘一郎
ソフトウェアエージングと呼ばれるソフトウェアの
経年劣化によるシステム障害を予防するために有効
な方法として認識されているソフトウェア若化に関
する研究を行っている。具体的には、障害発生時間
データを観測し、最適な予防若化時間を各種ノンパ
ラメトリック統計手法を用いてより精度良く推定す
る問題に取り組んでいる。

渡部　尚史
研究分野：租税制度の経済分析。所得税、法人税、
相続税、消費税、固定資産税などの租税制度のもつ
メカニズムを研究している。現在は、給与課税、役
員報酬課税、相続税財産評価、土地・家屋課税につ
いて研究を進めている。

赤坂　義浩
専門は、日本経済史・経営史です。主に、生産者と
消費者の間を結ぶ仕組みや制度について研究してい
ます。それは、商業・流通と運輸業です。市場経済
が機能するには、生産者と消費者をつなぐ仕組みと
しての商業と交通が不可欠です。それがどのように
してつくられ、経済発展にどのような役割を果たし
て来たのかについて、研究しています。

石田　裕貴
伝統的な銀行行動のモデル分析に関心があり、主な
研究テーマは、金融仲介機関としての銀行の情報生
産機能や担保の役割（銀行のB/Sの資産側）、要求
払い預金の契約形態（同じく負債側）である。また、
グループ融資による連帯責任、逐次的融資などの特
徴を持つマイクロファイナンスの融資手法にも関心
がある。

岡本　　弥
長期雇用、年功賃金、企業別組合の３つを特徴とす
る「日本的雇用慣行」に関心があり、株式所有構造
や経営者の属性といった企業のガバナンスを特徴づ
ける要因が長期雇用や賃金制度の導入に与える影響
などを実証分析しています。

小澤　優子
ドイツをはじめ、EU各国の企業管理において近年
注目されている、コントローリングの機能ならびに
コントローラーの役割についての研究を行ってい
る。また、今後はそれとアメリカや日本企業のコン
トローラーとの比較をし、彼らの役割の重要性をよ
り一層明らかにしていきたいと考えている。

島永　嵩子
百貨店の文化的機能を研究テーマとしている。具体
的に、文化という観点から流通業の構造変化や小売
業態の変容を捉えるべく歴史研究や国際比較を行っ
ている。「文化」概念を精緻化することを通して、「生
産」と「消費」の相互変容関係に関する問題を捉え
なおす新たな理論枠組みの構築を試みる。

田口　順等
経済統計学・観光経済学（クルーズ産業・クルーズ
客船市場、産業連関分析）を専門とし、近年は日本
における現代クルーズ客船市場の発展および誘致・
振興による地域経済への影響や日本における現代ク
ルーズの需要・ニーズについて取り組んでいる。

藤原　由紀子
日本企業の国際経営を研究テーマとしている。
とくに、日本企業でも英語を社内公用語にする企業
がでてきているなかで、日本企業が国際経営を行う
なかで言語をどのように扱ってきたのか、現在どの
ような言語マネジメントを行っているのか、国際経
営戦略と言語マネジメントの関係について研究して
いる。
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経済学研究科 2021 年度授業科目一覧

経済学専攻　修士課程
基礎理論・歴史
理論経済学特殊講義Ⅰ
理論経済学特殊講義Ⅱ
理論経済学演習
計量経済学特殊講義
計量経済学演習※
統計学特殊講義
統計学演習
日本経済史特殊講義
日本経済史演習
西洋経済史特殊講義
西洋経済史演習
応用理論・政策
経済政策特殊講義
経済政策演習
日本経済論特殊講義
日本経済論演習
北米経済論特殊講義
北米経済論演習
欧州経済論特殊講義※
中国経済論特殊講義※
国際貿易論特殊講義
国際貿易論演習
労働経済学特殊講義
労働経済学演習
社会保障論特殊講義
社会保障論演習※
財政学特殊講義Ⅰ
財政学特殊講義Ⅱ
財政学演習
金融論特殊講義
金融論演習※
国際金融論特殊講義※
産業組織論特殊講義
産業組織論演習
企業経済論特殊講義
企業経済論演習
ファイナンス論特殊講義
ファイナンス論演習※
経済情報システム論特殊講義
経済情報システム論演習
地域経済分析特殊講義
法学関連科目等
商法特殊講義Ⅰ※
労働法特殊講義
租税法特殊講義Ⅰ
租税法特殊講義Ⅱ※
租税法務特殊講義Ⅰ
租税法務特殊講義Ⅱ
外国文献研究※

経営学専攻　修士課程
経営学
経営学原理特殊講義
経営学原理演習※
企業論特殊講義
中小企業論特殊講義

中小企業論演習
経営史特殊講義
労務管理論特殊講義
労務管理論演習
経営組織論特殊講義
経営組織論演習※
経営戦略論特殊講義
経営戦略論演習
マーケティング論特殊講義
マーケティング論演習
流通システム論特殊講義
国際経営論特殊講義
会計学
財務会計論特殊講義
財務会計論演習
国際会計論特殊講義
国際会計論演習
会計学特殊講義
会計学演習
管理会計論特殊講義
管理会計論演習
税務会計論特殊講義※
経営科学
経営科学特殊講義
経営科学演習
システム分析論特殊講義
システム分析論演習
経営情報システム論特殊講義
経営情報システム論演習
情報管理論特殊講義
情報管理論演習
応用社会システム論特殊講義
応用社会システム論演習
法学関連科目
商法特殊講義Ⅰ※
労働法特殊講義
租税法特殊講義Ⅰ
租税法特殊講義Ⅱ※
租税法務特殊講義Ⅰ
租税法務特殊講義Ⅱ

経済学専攻　博士後期課程
経済学
理論経済学特殊研究Ⅰ
理論経済学特殊研究Ⅱ
理論経済学特別演習
計量経済学特殊研究※
統計学特殊研究
統計学特別演習
日本経済史特殊研究
日本経済史特別演習
西洋経済史特殊研究
西洋経済史特別演習
経済政策特殊研究
経済政策特別演習
産業組織論特殊研究
産業組織論特別演習
日本経済論特殊研究

北米経済論特殊研究
北米経済論特別演習
国際貿易論特殊研究
国際貿易論特別演習
労働経済学特殊研究
労働経済学特別演習
社会保障論特殊研究※
財政学特殊研究Ⅰ
財政学特殊研究Ⅱ
財政学特別演習
金融論特殊研究※
企業経済論特殊研究
企業経済論特別演習
経済情報システム論特殊研究
経済情報システム論特別演習
経営学
経営学原理特殊研究※
企業論特殊研究※
中小企業論特殊研究
中小企業論特別演習
経営史特殊研究※
労務管理論特殊研究
労務管理論特別演習
経営戦略論特殊研究
経営戦略論特別演習
マーケティング論特殊研究
マーケティング論特別演習
財務会計論特殊研究
財務会計論特別演習
国際会計論特殊研究
国際会計論特別演習
会計学特殊研究
会計学特殊演習
管理会計論特殊研究
管理会計論特別演習
経営科学特殊研究
経営科学特別演習
システム分析論特殊研究
システム分析論特別演習
経営情報システム論特殊研究
経営情報システム論特別演習
情報管理論特殊研究
情報管理論特別演習
応用社会システム論特殊研究
応用社会システム論特別演習

※�については、2021年度は開講して
おりません。2022年度開講科目は
変更される可能性があります。

１．�経済学専攻修士課程の学生は、経
営学専攻に開講する特殊講義を履
修することができる。

２．�経営学専攻修士課程の学生は、経
済学専攻に開講する特殊講義を履
修することができる。
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人間文化学研究科
◆人間行動論専攻　修士課程・博士後期課程
◆地域文化論専攻　修士課程・博士後期課程

○人間文化学研究科の理念
人間文化学研究科は、神戸学院大学の建学の精神「真
理愛好・個性尊重」に則り、真理の探求をとおして真に
人間的で豊かな社会をつくること、とりわけ現代に求め
られる三つの目標「グローバルな知識基盤社会」「活力に
満ちた地域社会」「伝統を愛し新しい文化を創造する社会」
の達成を追求しています。

○人間文化学研究科の目的
人間文化学について高度な専門的かつ総合的な研究を
行い、その研究成果を教育の場や実社会において実践で
きる人材を育成するだけでなく、創造的・自立的な研究
能力をもつ優れた研究者の養成を目指します。

人間文化学研究科 理念・目的

人間文化学研究科では、次のような教育方針に沿って
教育課程を編成しています。

【修士課程】
１．�現代の知識基盤社会に対応した専門性を高める教育

を実現するために、講義科目と演習科目を設置して
います。講義科目は学生各自の専門性に直結した学
知と技能の修得を目的とし、演習科目は課程の修了
まで一貫して自らの研究テーマを追求し、修士論文
に結実させることを目的としています。

人間文化学研究科は、次のような学生を求めています
（修士課程の下記４は教員志望者のみ）。

【修士課程】
１．�知識・技能
　　�人文科学の諸分野について、４年制大学卒業相当の
基礎的な知識と研究方法を身につけている。

２．思考力・判断力・表現力
　　�人文科学の諸分野にかかわる課題や問題点を論理的
な分析と考察をとおして解決・解明へと導き、社会
に向けて発信することができる。

３．主体性・協働性
　　�人文学の知見にもとづき、他者と協働しつつ、自主
的に学修することができる。

４．�教員免許状を所有している。とくに学校等の教育現
場に関心を抱き、専門性をもって次世代人材を育成
することに強い意欲がある。

【博士後期課程】
１．知識・技能
　　�人文科学の諸分野について、修士課程修了相当の専
門的な知識と研究方法を身につけている。

２．思考力・判断力・表現力
　　�人文科学の諸分野にかかわる高度な課題や問題点を
論理的な分析と考察をとおして解決・解明へと導き、
社会に向けて発信することができる。

３．主体性・協働性
　　�人文学の知見にもとづき、他者と協働しつつ、主体
的に研究を推進することができる。

人間文化学研究科 ３つのポリシー
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２．�現代の多様化した社会に柔軟に対応できる幅広い知
識と研究技能を培う教育を実現するために、多彩な
分野・領域・学習スタイルをカバーした研究科共通
コースワーク科目を設置し、学生各自のニーズと主
体性を生かした学びを提供しています。

３．�実践と実体験を重視し、行動力に裏打ちされた学習
能力を養う教育を実現するために、人間行動論専攻、
地域文化論専攻のいずれにおいても、実社会の現場
とかかわり実践的に学ぶさまざまな機会を設けてい
ます。

４．�人間に対する深い理解をもち、現代社会の複雑な諸
相についての広い学識と高度な専門的知識と技能を
獲得することにより、学校現場で中核的・指導的役
割を担うことができるような教員の養成をめざし
ます。

【博士後期課程】
研究の構想からその実践と成果の結実に至るまで、学
生の主体性を重んじながらも、きめ細かな実践的指導に
よって着実にステップアップしていく研究プロセスを提
供し、学位論文のスムーズな完成に導きます。

〈人間行動論専攻〉
人間文化学研究科人間行動論専攻では、次のような教
育方針に沿って教育課程を編成しています。

【修士課程】
１．�人間と社会をめぐる広範な知識とともに、研究の一
般的技能を修得するために、専攻の枠を超えた多彩
な分野・領域・学習スタイルをカバーした多数の研
究科共通コースワーク科目を開設し、その系統的な
学修から、学生各自の専門をより広い視野に立って
位置づけていきます。

２．�幅広い知識の修得と平行して、専門的な研究を推進
するために方法論や特殊講義科目を設定しています。
ここでは学生各自の専門性をより深めながら、コー
スワークとリサーチワークの両立をめざしています。

３．�学生各自の専門性に直結した個別指導の場として、
演習科目を設定しています。

４．�人間に対する深い理解をもち、現代社会の複雑な諸
相についての広い学識と高度な専門的知識と技能を
獲得することにより、学校現場で中核的・指導的
役割を担うことができるような教員の養成をめざし
ます。

以上の科目群は、現代社会に柔軟に対応できる方法や
技能を実践的に修得しながら、高度かつ幅広い専門的知
識を修得させ、学術的発展に貢献する独創的な修士論文
に結実させることを目的にしています。

【博士後期課程】
博士後期課程では、学生の主体性を重んじて、学生が
研究しようとするテーマに沿ってきめ細やかな研究指導
を指導教員を中心に行います。入学後は、博士後期課程
３年間の全体研究計画を立てるとともに、年度ごとに研
究計画と研究成果報告を提出できるように導きます。研
究科共通コースワーク科目の履修によってリサーチワー
クとコースワークを両立させ、学生の研究の進捗状況を
研究科全体で確認し、指導教員以外の教員も問題関心を
共有します。また、専門分野における学会発表と学術論
文の作成・投稿を奨励・指導し、学位取得に向かって実
り多い研究が展開できるように導きます。

〈地域文化論専攻〉
人間文化学研究科地域文化論専攻では、次のような教
育方針に沿って教育課程を編成しています。

【修士課程】
１．�地域文化論をめぐる広範な知識とともに、研究の一
般的技能を修得するために、専攻の枠を超えた多彩
な分野・領域・学習スタイルをカバーした多数の研
究科共通コースワーク科目を開設し、その系統的な
学修から、専攻に関する幅広い基礎専門知識と実践
的な研究方法が修得できるよう配慮しています。

２．�講座ごとに、幅広い学修とともにより高度な専門的
研究方法を修得することができるよう特殊講義科目
と方法論科目を開設し、コースワークとリサーチワ
ークの両立をめざしています。

３．�学生各自の専門性に直結した個別指導の場として、
演習科目を設定しています。

４．�地域の人と文化に関する豊かな学識と幅広い教養を
もって地域社会と文化の発展に貢献でき、学校現場
で中核的・指導的役割を担うことができるような教
員の養成をめざします。

以上の科目群は、現代社会に柔軟に対応できる方法や
技能を実践的に修得しながら、高度かつ幅広い専門的知
識を修得させ、学術的発展に貢献する独創的な修士論文
に結実させることを目的にしています。

【博士後期課程】
博士後期課程では、学生の主体性を重んじて、学生が
研究しようとするテーマに沿ってきめ細やかな研究指導
を指導教員を中心に行います。入学後は、博士後期課程
３年間の全体研究計画を立てるとともに、年度ごとに研
究計画と研究成果報告を提出できるように導きます。研
究科共通コースワーク科目の履修によってリサーチワー
クとコースワークを両立させ、学生の研究の進捗状況を
研究科全体で確認し、指導教員以外の教員も問題関心を
共有します。また、専門分野における学会発表と学術論
文の作成・投稿を奨励・指導し、学位取得に向かって実
り多い研究が展開できるように導きます。
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人間文化学研究科では、以下の能力を身につけ、所定
の課程を修了して、学位論文の審査および試験に合格し
た者に、修士または博士の学位を授与します。

【修士課程】
（知識・技能）
１．�専門領域において十分な知識と技能を蓄積し、それ
を学問上の研究課題や実社会の諸問題に対して的確
に応用することができる。

（思考・判断・表現）
２．�自ら発見した問題に対して、広い視野に立ち、さま
ざまな角度から検討を加え、妥当な解決への道筋を
提示できる。

（意欲・態度）
３．�次世代の ｢生きる力｣ を育み、多様な実践現場の人々
と協働して、高い倫理観と高度な専門性にもとづい
た貢献を果たすことができる。

【博士後期課程】
（知識・技能）
１．�高度な専門知識と技能を習得し、それを実際に運用
することができる。

（思考・判断・表現）
２．�主体的に研究・教育活動を計画・遂行し、独創的な
研究によって学問的世界の発展に貢献することがで
きる。

（意欲・態度）
３．�高い倫理観にもとづいた研究成果を積極的に社会に
還元することによって、真に豊かな社会を開拓する
ために国内外で先導的役割を果たすことができる。

〈人間行動論専攻〉
人間文化学研究科人間行動論専攻では、以下の能力を
身につけ、所定の課程を修了して、学位論文の審査およ
び試験に合格した者に、修士（人間文化学）または博士（人
間文化学）の学位を授与します。

【修士課程】
（知識・技能）
１．�広い学識と高度な専門知識ならびに適切な技能を用い
て、現代社会の多様な要求にこたえることができる。

（思考・判断・表現）
２．�実践的かつ柔軟な思考能力を養い、社会のさまざま
な分野で適切な貢献ができる。

３．�現代社会の複雑なしくみを理解し、高度な専門知識
や技能を活用することで多様な問題に冷静に対応で
きる。

（意欲・態度）
４．�人間に対する深い理解をもち、さまざまな実践現場
で中核的・指導的役割を担うことができる。

【博士後期課程】
（知識・技能）
１．�専門分野において高度な知識・技能とその運用能力
を身につけ、人間性の理解と社会の発展に貢献する
ことができる。

（思考・判断・表現）
２．�研究者・教育者・専門実務家として自立し、主体的
に行動しながら独創的な研究により先導的役割を果
たすことができる。

（意欲・態度）
３．�学界および社会に対して、高い研究倫理をもつ品格
ある研究者として活躍することができる。

〈地域文化論専攻〉
人間文化学研究科地域文化論専攻では、以下の能力を
身につけ、所定の課程を修了して、学位論文の審査およ
び試験に合格した者に、修士（人間文化学）または博士（人
間文化学）の学位を授与します。

【修士課程】
（知識・技能）
１．�人と文化に関する豊かな学識と幅広い教養をもって
地域社会と文化の発展に貢献できる。

２．�人と文化に関する専門分野の研究を深め、研究者と
して自立することができる。

（思考・判断・表現）
３．�独創的な研究を進め、自らの研究成果を学界および
社会に還元することができる。

（意欲・態度）
４．�将来にわたって、学問・研究への関心をもちつづけ、
さまざまな実践現場で専門知識や技能にもとづいた
貢献を果たすことができる。

【博士後期課程】
（知識・技能）
１．�人と文化について高度な専門知識と技能を習得し、
それを実際に運用することができる。

（思考・判断・表現）
２．�独創性に富んだ高い水準の研究成果を発表すること
ができる。

（意欲・態度）
３．�研究倫理を尊重し、学界および社会に対して指導的
役割を果たして多大の知的貢献を行うことができる。
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人間文化学研究科の 特 長

 沿　革
1990年［平成 ２ 年］　人文学部開設
1994年［平成 ６ 年］　�大学院人間文化学研究科（修士

課程）開設
1996年［平成 ８ 年］　�大学院人間文化学研究科（博士

後期課程）開設
2008年［平成20年］　�大学院人間文化学研究科心理学

専攻（修士課程）開設

2009年［平成21年］　�心理学専攻臨床心理学系が臨床
心理士第１種指定校に認定

2019年［平成31年］　�心理学研究科開設にともない、
心理学専攻（修士課程）および
人間行動論専攻行動発達論講座
（博士後期課程）の募集を停止

1

 専攻と講座について
人間行動論専攻
（修士課程の定員４名、博士後期課程の定員２名）
人間行動論専攻は、人間の行動に関するさまざまな要素
を４つのカテゴリーに分け、その４つの学問分野を密接に
関連づけて学際的・有機的探究を実現しようとしています。
講座は、人間を取り巻く環境を考察する環境学分野、人間
そのものの形成過程と発達段階を考察する教育学分野、人
間の社会的性格について考察する社会学・文化人類学分野
から成り立っています。
・人間環境論講座　・人間形成論講座　・社会構造論講座
・社会関係論講座

地域文化論専攻
（修士課程の定員６名、博士後期課程の定員２名）
地域文化論専攻は、人間の文化に関するさまざまな要素
を５つのカテゴリーに分け、その５つの学問分野を密接に
関連づけて学際的・有機的探究を実現しようとしています。
講座は、文化構造を考察する哲学・比較文化学的分野、文
化の創造表現の原理を探究する芸術学・文学の分野、文化
を媒介する言語を考察する言語学分野、蓄積された文化情
報を考察する歴史学分野から成り立っています。
・文化構造論講座　・芸術文化論講座　・言語文化論講座
・表現言語論講座　・歴史情報論講座

2

 カリキュラムの特色
修士課程の２年間の教育は、各分野の演習を基盤にしな
がら、方法論を重視した講義と、より専門的であると同時
に学際的な視点を養う特殊講義、そしてトレーニングに重
きを置いたワークショップが各講座に用意されています。
他講座の講義も受講できますので、学生は自らの研究の必

要性に応じて、コースワークとリサーチワークを両立させ、
独自の体系を作りあげることが可能です。
また博士後期課程の３年間は指導教員の親身な研究指導

（特別研究）を軸としながら、院生自らが研究の深化と自
立を図っていきます。

3

 進　路
修士課程については、すでに300名近くの修了者が出
ています。そのうち多くが本学または他大学の博士後期課
程に進学しています。また、就職先は、教員、公務員（市
役所、警察本部など）、施設職員、そして一般企業です。
博士後期課程からは、毎年のように学位取得者が出てい

て、国内外の大学や研究機関で研究に励んでいます。人間
文化学研究科において研鑽をつんだ学生は、さまざまな場
所で社会の要請、時代の要請に応えることのできる人材に
育っています。

4

 長期履修制度
修士課程の標準修業年限は２年です。しかし、職業を有
している方、または育児、長期介護等の事情により、標準
修業年限（２年）での教育課程の履修が困難な方を対象と

して、標準修業年限を越えて計画的に履修し３年で教育課
程を修了する長期履修制度を設けています。

5
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人間文化学研究科 研究分野と内容

人間行動論専攻

井上　豊久
教育学、生涯教育、社会教育、特にドイツの成人教
育、生活体験学習、メディア・リテラシー、学校・
家庭・地域の協働等。
生涯教育の概念、歴史、背景、そして、現状と課題、
具体的な事例について、理解し、検討していきます。
最新の教育状況を踏まえながら、今後の展開を共に
考えます。

立田　慶裕
生涯学習論、教育社会学、教育方法論。生涯学習の
基本はことばの力と体験から始まると考え、リテラ
シーの形成や ICT など多様な学習方法の研究も行
っている。幼児から高齢者までの発達過程における
学校や家庭、職場の学習行動と同時に、社会参加や
ボランティア、シナリオプランニングなどの理論的・
実践的研究も進めている。

早木　仁成
人類学、霊長類社会学。
ヒトを含めた霊長類の社会と行動の研究。主に、東
アフリカ、タンザニアの西部、マハレ山塊に生息す
る野生チンパンジーを対象にして、人間にもっとも
近縁な現生の霊長類の社会や行動、コミュニケーシ
ョンなどについて研究している。

用田　政晴
考古学、博物館学。
弥生時代から古墳時代にかけての考古資料研究を通
じて、日本の国家形成につながる前方後円墳体制の
成立史を追究している。また、山岳密教寺院の構造
論史、水上交通史、水環境生活生業誌の考古民俗学
的研究などを琵琶湖地域や畿内でてがける中で、こ
れら歴史遺産の保存と公開のための博物館学的研究
を進めている。

鹿島　基彦
海洋物理学。北太平洋の広域な海洋循環について、
特に黒潮の流路変動について、ENSOなどの大気
海洋相互作用を踏まえながら、人工衛星や現場観測
に基づいて研究している。黒潮による南西諸島域に
おけるサンゴ卵輸送についても観測研究を行ってい
る。また、海と海流が日本文化に及ぼした影響につ
いて研究している。

金　　益見
文化社会学、教育社会学。
日本の貸間産業を中心に近現代日本文化史の変遷を
研究してきました。現在は、社会的に生み出される
差別の重層構造を明らかにするために、マイノリテ
ィ女性への聞き取り調査（夜間中学や識字教室で学
ぶ在日女性の生活史）を中心に研究を進めています。

平光　哲朗
西洋近現代哲学。
フランスのベルクソンの哲学を中心に研究してい
る。ベルクソンは、空間から離れ、実在である持続
を直接把握することを求める。その哲学において、
われわれの内面とともにこの宇宙全体が、いかにし
て持続として現れるか問うてきた。とりわけ、『物
質と記憶』における外部知覚論を記憶の観点から読
解することで、この現実的世界全体を時間の観点か
ら理解しようとしている。

三田　　牧
文化人類学（人と自然の関係性／植民地経験）。沖
縄とミクロネシアをフィールドに、①人と自然の関
係性、②植民地経験について研究してきた。①につ
いては、沖縄の漁師町糸満で、「海（魚）を読む」
知識をもとに、海との関わりとその変容について検
討してきた。②については、日本統治下パラオの植
民地経験を、パラオ人と沖縄出身者の目線から描き
出す、歴史人類学的な研究をしている。

矢嶋　　巌
地理学、地域環境学。
主に大阪府北摂地方、兵庫県の阪神・但馬地方、
ハワイ諸島で、近代以降の水道・下水道の整備と都
市・村落の変容との関係性について研究してきまし
た。近年は、兵庫県東播磨地方の、とくに明石市、
加古川市、神戸市西区を対象に、都市・村落と環境・
社会の仕組みの変容とそれらの関係性について研究
を進めています。

地域文化論専攻

赤井　敏夫
19世紀末～20世紀初頭英語圏文化論。
オカルティズム、心霊主義などのサブカルチャー運
動の発生と変遷を調査し、これとハイカルチャーと
の相互影響関係を分析する。またこうした相互影響
関係が、非西洋世界、主に英植民地下のアジア・ア
フリカやそれに隣接する諸地域における近代化とど
のように連動していったかを研究する。

宇野　文夫
音楽の作曲を課題としています。その音楽は、今日
一般にはいわゆる「現代音楽」と呼ばれるジャンル
に位置づけられるものです。関連して様々な現代音
楽作品やクラシック音楽作品の分析研究を行うとと
もに、演奏も含めた音楽の総体を、研究の対象とし
ています。芸術を探究することは、この世の中の全
ての事象を対象とし、延いてはそれらを包含した存
在の本質や根源を追究することであります。

大原　良通
東アジア文化交流史
特に七世紀から八世紀を中心として、唐や古代チベ
ット帝国、南詔国、日本などの国々がどのように影
響し合っていたのかを研究しています。
最近は、漢や唐から匈奴や突厥、チベット帝国に嫁
いだ和蕃公主など、皇帝の娘の歴史的役割にも注目
しています。

出水　孝典
語彙意味論、とくに様態・結果の相補性
動詞には、どのようにするのかを表す様態動詞と、
どうなるのかを表す結果動詞があり、両方を表す動
詞はないとされる。さらに、どちらの動詞をどのよ
うな構文で使うのかに関して、言語によって異なる
傾向が見られる。このようなことに関して、英語を、
英語とは異なる表現を好むとされる日本語・フラン
ス語などと比較しながら研究している。

中山　　文
①�中国当代文字の研究。特に王安憶・池莉など文化
大革命以降の女性作家の小説を分析し、中国の女
性たちがおかれた今日的状況を考察する。
②�中国当代演劇の研究。話劇・新編戯曲を通して現
代中国人の問題意識、個人意識、美意識について
系統的な考察をする。
③女性演劇としての越劇研究。

野田　春美
現代日本語学、とくに文法。
現代日本語におけるモダリティ形式（話し手の心的
態度を表す形式）の中で、とくに説明のモダリティ
を中心に考察を進めてきた。現在は、現代日本語に
おける文法的バリエーションについて考察している。
著書：『「の（だ）」の機能』くろしお出版1997

長谷川　弘基
近代英米文学、比較詩学、批評理論。
西洋近代における自己と他者の関係性について、主
に詩文のレトリック、イメージ表象の分析を通して
研究すると同時に、そのような西洋近代的自己－他
者関係のモデルが現代社会、あるいは日本という文
化風土においてどの程度有効であり得るのかを批判
的に検討している。また、「作品」という概念の成
立と推移について強い関心を持っている。

森栗　茂一
臨床的な日本史学
対話やフィールドワークによるオーラルヒストリ
ー、物語的地域づくり、防災地域づくり、観光地域
づくりを、歴史の深みから研究します。また、博物
館、文化遺産の構造化、歴史探求教育、ライフデザ
インと生きる意味・起業も含めて、歴史の深みから
構造的に問います。

上田　　学
映像学、アーカイブ論。
無声時代の日本映画を中心に研究している。この時
代の映画は現存している作品が少なく、その点で研
究は博物館学とも結びついている。ノンフィルム（非
フィルム資料）を用いた受容論が主なテーマである。
また日本映画との関係を論じるために、欧米やアジ
アで製作された同時代の外国映画も研究の視野に入
れている。

北村　　厚
ドイツ近現代史
二つの世界大戦の間に成立したヴァイマル共和国の
外交政策について研究しています。特にナチズムに
も結びつきうる「中欧」思想が、ヨーロッパ統合と
いう現代にもつながる構想の中に組み込まれた側面
を重視しています。他に、世界史教育を多角的に捉
える作業もしています。

中村　健史
京極派を中心とする中世和歌の注釈的研究。和歌研
究にはいくつかの方法がありますが、私は主に表現
や言葉に関することがらを勉強しています。古典の
作品は変化に乏しいように思われるかもしれませ
ん。しかし、歌人たちは新しい表現を生みだそうと
様々な工夫を凝らしています。その工夫をひとつひ
とつ解きほぐしてゆくことが、研究の目標です。

教　授

教　授

教　授

教　授

准教授

准教授

准教授

准教授

准教授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

准教授

准教授

准教授
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人間文化学研究科 2021 年度授業科目一覧

人間行動論専攻　修士課程
人間環境論
人間環境論方法論Ⅰ
人間環境論方法論Ⅱ
人間環境論特殊講義Ⅰ
人間環境論特殊講義Ⅱ
人間環境論演習
人間形成論
人間形成論方法論Ⅰ
人間形成論方法論Ⅱ
人間形成論特殊講義Ⅰ
人間形成論特殊講義Ⅱ
人間形成論演習
社会構造論
社会構造論方法論Ⅰ
社会構造論方法論Ⅱ
社会構造論特殊講義Ⅰ
社会構造論特殊講義Ⅱ
社会構造論演習
社会関係論
社会関係論方法論Ⅰ
社会関係論方法論Ⅱ
社会関係論特殊講義Ⅰ
社会関係論特殊講義Ⅱ
社会関係論演習

地域文化論専攻　修士課程
文化構造論
文化構造論方法論Ⅰ
文化構造論方法論Ⅱ
文化構造論特殊講義Ⅰ
文化構造論特殊講義Ⅱ
文化構造論演習

芸術文化論
芸術文化論方法論Ⅰ
芸術文化論方法論Ⅱ
芸術文化論特殊講義Ⅰ
芸術文化論特殊講義Ⅱ
芸術文化論演習
言語文化論
言語文化論方法論Ⅰ（Ｊ）
言語文化論方法論Ⅰ（Ｅ）
言語文化論方法論Ⅱ（Ｊ）
言語文化論方法論Ⅱ（Ｅ）
言語文化論特殊講義Ⅰ（Ｊ）
言語文化論特殊講義Ⅰ（Ｅ）
言語文化論特殊講義Ⅱ（Ｊ）
言語文化論特殊講義Ⅱ（Ｅ）
言語文化論演習（Ｊ）
言語文化論演習（Ｅ）
表現言語論
表現言語論方法論Ⅰ（Ｊ）
表現言語論方法論Ⅰ（Ｅ）
表現言語論方法論Ⅱ（Ｊ）
表現言語論方法論Ⅱ（Ｅ）
表現言語論特殊講義Ⅰ（Ｊ）
表現言語論特殊講義Ⅰ（Ｅ）
表現言語論特殊講義Ⅱ（Ｊ）
表現言語論特殊講義Ⅱ（Ｅ）
表現言語論演習（Ｊ）
表現言語論演習（Ｅ）
歴史情報論
歴史情報論方法論Ⅰ
歴史情報論方法論Ⅱ
歴史情報論特殊講義Ⅰ
歴史情報論特殊講義Ⅱ
地理情報論特殊講義Ⅰ
地理情報論特殊講義Ⅱ
歴史情報論演習

人間行動論専攻　博士後期課程
人間行動論特別研究

地域文化論専攻　博士後期課程
地域文化論特別研究

研究科共通コースワーク科目
（修士課程・博士後期課程）

人間環境論ワークショップ
人間形成論ワークショップ
社会構造論ワークショップ
社会関係論ワークショップ
文化構造論ワークショップ
芸術文化論ワークショップⅠ
芸術文化論ワークショップⅡ
言語文化論ワークショップⅠ
言語文化論ワークショップⅡ
表現言語論ワークショップⅠ
表現言語論ワークショップⅡ
歴史情報論ワークショップ
情報処理ワークショップⅠ
情報処理ワークショップⅡ
英語論文作成ワークショップⅠ
英語論文作成ワークショップⅡ

（J）は、「国語」に関する科目
（E）は、「英語」に関する科目

◎ �2022年度開講科目は変更される
可能性があります。�
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心理学研究科
◆心理学専攻　修士課程・博士後期課程

心理学研究科は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」
に基づき、心理学の理論と実践を相互に関連づけてとら
えるために心理学の専門的知識や技能を習得し、高い倫
理性と強固な責任感を持って多様な人びとと協働して、
研究や職務において主体的な役割を果たすことができる
高度専門職業人及びその指導的役割を担う人材を養成す
ることを教育研究上の目的とします。具体的には次のと
おりです。
１．�医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野で
心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い

視野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけて
いる。

２．�心理学の高度な知識と技能を活用し様々な分野の今
日的課題を発見し、多角的な考察により心理学の理
論と実践を相互に関連づけることで解決の方法を見
出すことができる。

３．��高い倫理性と強固な責任感を持って多様な人々と協
働して、研究や職務において主体的な役割を果たす
ことができる。

心理学研究科 理念・目的

心理学研究科は、神戸学院大学の建学の精神「真理愛好・
個性尊重」及び心理学研究科が掲げるディプロマ・ポリ
シーの主旨に賛同し、その獲得をめざして学ぶ意欲があ
る以下のような人たちの入学を期待する。

【修士課程】
１．�心理学の高度の専門性と研究能力を身につけること
及び公認心理師など高度専門職業人として活躍する
ことに意欲と関心をもつ。

２．�心理学の学士課程修了相当にふさわしい専門知識・
技能を備えている。

３．�社会の中で自らが所属するチームの一員として多様
なメンバーと良好なコミュニケーションをとり、主
体的な役割を果たす意欲をもつ。

４．�本研究科の理念・目的に沿って自ら学修・論考を進
めることができる。

【博士後期課程】
１．�心理学の高度の専門性と研究能力を身につけること
及び公認心理師など高度専門職業人として活躍する
ことに意欲と関心をもつ。

２．�心理学の修士課程修了相当にふさわしい専門知識・
技能を備えている。

３．�社会の中で自らが所属するチームの一員として多様
なメンバーと良好なコミュニケーションをとり、主
体的な役割を果たす意欲をもつ。

４．�高度な職業人、教育・研究者を目指すために自ら学修・
論考を進めることができる。

心理学研究科 ３つのポリシー
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心理学研究科心理学専攻の修士課程においては、心理
専門職の国家資格である公認心理師の養成を行ない、博
士後期課程では心理専門職の指導的役割を果たす人材の
育成を行う。
修士課程及び博士後期課程のカリキュラム・ポリシー
は次のとおりである。

【修士課程】
１．�心理学研究科修士課程の科目は「専門基礎科目」及
び「公認心理師必須科目」から成り立つ。

２．�専門基礎科目においては、心理学研究法に関する講
義科目及び演習科目を設置する。講義科目である「心
理学研究法 I・II」の履修を通して、研究知見を批判
的に評価し最新の研究知見と技能を心理専門職とし
ての実践につなげる能力を養う。演習科目である「心
理学演習Ⅰ～Ⅳ」においては、心理学の理論と心理
専門職に必要な実践的技能との有機的な関連づけを
可能にする能力を養う。

３．�公認心理師必須科目は、心理学の実践的科目である
講義科目と学内実習と学外実習を並行して行う実習
科目を設置する。

４．�公認心理師必須科目における講義科目として、公認
心理師に必要な5分野（保健医療、福祉、教育、司法・
犯罪、産業・労働）における心理支援実践を学修す
る科目群と「心理的アセスメントに関する理論と実

践」など心理支援の理論と実践を総合的・応用的に
学修する科目群を設置する。

５．�公認心理師必須科目における実習科目は学内で実施
する「心理実践実習Ⅰ～Ⅳ」と学外施設で実施する「心
理実践実習A～D」を設置する。各実習施設で行わ
れる実践活動への参加を通じて、心理専門職として
必要な基礎知識と態度及び多職種連携の実際を学び、
各分野における心理学の理論と実践を関連づけるた
めの課題を理解する機会を提供する。

【博士後期課程】
１．�心理学研究科博士後期課程の科目はコースワークで
ある「特別研究科目」及びリサーチワークである「特
別演習科目」から成り立つ。

２．�特別研究科目は、神経科学などの生理的・身体的な
側面における新たな研究動向・手法及び研究倫理並
びに精神保健に係わる世界的あるいは国内の社会情
勢における新たな動向を学修する。心理学研究の新
たな可能性を理解し、新しい視野で自らの研究を再
定義する機会を提供する。

３．�特別演習科目は、研究指導教員の指導のもとに、研
究論文抄読、研究会・学会などへの発表準備、学術
論文の作成などを行い、主体的に研究を実践する能
力を養う。

心理学研究科では、以下のような能力を身につけ、所
定の課程を修了して、学位論文の審査及び試験に合格し
た者に、修士または博士の学位を授与する。

【修士課程】
１．�医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野で
心理学の専門性を必要とする職業を担うための広い
視野に立つ心理学の専門的知識・技能を身につけて
いる。

２．�先行研究や文献を広く学び研究方法を身につけるこ
とによって心理学研究を進めることができる。

３．�心理学の高度な知識と技能を活用し様々な分野の今
日的課題を発見し、多角的な考察により心理学の理
論と実践を相互に関連づけることで解決の方法を見
出すことができる。

４．�高い倫理性と強固な責任感を持って多様な人々と協
働して、研究や職務において主体的な役割を果たす
ことができる。

【博士後期課程】
１．�研究者として自立して研究活動を行い、独創的な研
究課題について、柔軟な思考や研究方法をもとに、
心理学の発展に寄与するような優れた研究を行うこ
とができる。

２．�心理学の高度な知識と技能を活用し、関連する先行
研究や研究資料を十分に把握することにより様々な
分野の今日的課題を発見し、多角的な考察により心
理学の理論と実践を相互に関連づけることで解決の
方法を見出すことができる。

３．�医療・福祉・教育・司法・産業などの様々な分野で
心理学の専門性を必要とする高度専門職業人の指導
的役割を果たすため高度な心理学の専門的知識・技
能を身につけている。

４．�高い倫理性と強固な責任感を持って多様な人々と協
働して、学術的な価値を提供する研究者や指導的な
高度専門職業人として、継続的に主体的な役割を果
たすことができる。
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心理学研究科の 特 長

 本学の心理学の教育・研究に関わる学部および大学院の沿革
2004年［平成16年］　�人文学部の人間行動学科行動発

達論領域を人間心理学科へと発
展的に改組転換

2008年［平成20年］　�大学院人間文化学研究科に心理
学専攻（修士課程）開設

2018年［平成30年］　心理学部心理学科開設
2019年［平成31年］　�大学院心理学研究科開設（修士課

程および博士後期課程）

1

 高度専門職業人である公認心理師養成のための本学のカリキュラムの特色
心理学研究科心理学専攻は、修士課程において心理専門
職の国家資格である公認心理師を養成するための教育を行
い、博士後期課程においてはその指導的な人材を育成する
ことを目的としています。
〈修士課程：公認心理師の養成〉
心理学研究科修士課程の科目は、「専門基礎科目」と「公
認心理師必須科目」に大きく分かれます。そして「公認心
理師必須科目」は、「講義科目」と「実習科目」に分かれます。

修士課程のカリキュラムは、学部段階の学修により獲得さ
れたものを含む心理学の知識や理論と修了後に必要な心理
専門職としての実践的技能を相互に関連づけて、各分野の
現場において問題解決への方法を見出せる心理専門職とし
ての力を獲得させるためのものとなっています。
１）専門基礎科目
専門基礎科目は、心理学研究法と心理学演習の科目で
す。研究法の学修は、修士論文の作成に留まらず、心理

3

 心理専門職を養成するための心理学研究科の必要性
本学は、平成16年に開設した人文学部人間心理学科に
おいて、発達心理学、臨床心理学、医療心理学、社会心理
学の4領域を持つ多様な分野の心理学を総合的に学ぶ学部
教育体制を構築しました。そして大学院においては、この
ような学部教育を学んだ内容を更に高度に発展させたい志
望者のために平成20年に人間文化学研究科心理学専攻修
士課程を開設し、心理専門職の資格である臨床心理士その
他の有資格者を多数、輩出してきました。この修士課程を
修了した者が更に博士後期課程に進学する場合は、人間文
化学研究科人間行動論専攻博士後期課程において心理学の
博士水準の研究を行うことができる体制を整備し、これま
で心理学を主たる研究分野とする博士を輩出してきました。
平成 30年、公認心理師養成を始めるにあたり、大学
院の大幅な改組を実施しました。この時、従来の臨床心理
学系（臨床心理士等の心理専門職の資格を取得するための
コース）と心理学系の区分をなくし、心理学研究科の教職
員スタッフ全体で公認心理師の養成を行う体制を整えまし
た。これは、教職員スタッフのリソースを最大限に活用す
るための効果的な教育体制を整備するとともに、公認心理
師という国家資格が生まれた経緯と理念に沿いたいと考え
たからです。公認心理師という資格は、臨床心理士の関係
者に加えて、学術的心理学の関係者と医学・医療の関係者
が加わることで実現したものです。したがって、その養成
においては、基礎的・学術的心理学、臨床実践の心理学、
医学・医療等の学修、制度や法に関わる学修が統合的な教
育として提供されることが必要であると考えられます。
公認心理師は、心理学に関する総合的かつ専門的な事実
上6年間（学部4年間および大学院修士課程2年間）の
教育、研究体制においてその養成が求められる心理学の高
度な専門資格です。これは複雑多様化した現代社会の人々
の「心の健康」問題に関わる専門家には、より高度な知識
と技能の修得が求められるためであり、欧米の心理専門職

の養成に類似した教育課程として定められたものというこ
とができます。その上で、公認心理師は、医療機関その他
の各分野のさまざまな組織において、多職種と連携しなが
ら活動する心理学の「高度専門職業人」であることが期待
されていると考えることができます。本学心理学研究科修
士課程では、このような期待に応えられる公認心理師養成
を行うための体制を整えています。
更に、このような現場の公認心理師を指導し、さまざま
な職種との連携を円滑に進めていくといった、公認心理師
の中で特に指導的な役割を担うためには、現場での実践経
験だけでは十分とはいえません。「生物—心理—社会モデ
ル」に代表される行動の生物学的基盤・心理的基盤・社会
的基盤をバランス良く見通した科学者としての研究能力の
涵養が必須です。心理学研究科では博士後期課程を置き、
公認心理師の中で指導的な人材を養成するため、科学者と
して模索する研究能力を併せ持った実践家を育むという
「科学者—実践家モデル」に沿った人材育成を行います。

2



Kobe Gakuin University Graduate School 23

学の専門家として心理専門職が活動するために必要なも
のです。心理専門職が、心理学的なアセスメントと支援
を行う際には、科学的かつ論理的に最新の研究結果につ
いて理解している必要があり、そのためには新しい心理
学的知の創造のための研究者としてではなく、効果研究
を含む国際的な研究結果の動向に通じている高度に専門
的な心理学的知のユーザーとして、心理学の研究につい
て理解していなければなりません。
演習は1年次から2年次まで必修科目です。演習で
は、研究指導教員を中心とする修士論文の研究指導を行
い、修士論文の作成を目指します。心理学研究科修士課
程は心理専門職の養成を行うものですから、その修士論
文の標準的な形式を必ずしも学術的心理学の基礎的な研
究法による修士論文とはせず、同時にスタートする公認
心理師必須科目の講義科目と実習科目の学修を有機的に
関連させ、2年間のケース担当等に関する実践的な学修
内容を、研究指導教員を中心に演習および実習の中で組
織的かつ段階的に集積し、最終的に修士論文の形にまと
められるように指導を行います。
２）公認心理師必須科目
公認心理師必須科目は、講義科目と実習科目に分かれ
ます。講義科目は全て心理学の実践的科目であり、公認
心理師に必要な5分野である保健医療、福祉、教育、司法・
犯罪、産業・労働の各分野の現場に則した支援の実践を
学ぶ5科目と、心理支援の理論と実践に関するより総
合的で応用的な学修であるアセスメント、支援、集団、
心の健康教育に関する4科目の合計9科目です。
実習科目は、「心理実践実習」として、1年次の前期
から2年次の後期まで、学内実習と学外実習を並行して
行い、ケースに関する心理学的理解と支援の実践的技能
を中心に、多職種連携や地域連携などを含めて、心理専
門職の実践活動について必要なことを段階的かつ組織的
に学修します。公認心理師養成のための大学院の実習は、
心理に関する支援を要する者等に対して支援を実践しな
がら、教員や実習施設の指導者等による指導を受けます。
３）学外および学内の施設における「心理実践実習」
公認心理師養成のための大学院の実習では、実習を通
して次のような各項目の学修が必要です。

（ア）� �心理に関する支援を要する者等に関する以下の知
識および技能の修得

　　　（1）コミュニケーション、（2）心理検査、
　　　（3）心理面接、（4）地域支援、等
（イ）� �心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの

把握および支援計画の作成
（ウ）� �心理に関する支援を要する者へのチームアプローチ
（エ）� 多職種連携および地域連携
（オ）� �公認心理師としての職業倫理および法的義務への

理解
これらの項目を学内および学外の実習を通して、段階的
かつ組織的に学修します。心理実践実習は450時間以上
で、そのうち担当ケースに関する実習時間は270時間以
上（うち、学外の施設での当該実習時間は90時間以上）で
す。学内実習の中では、附設の地域市民に対する心理相談
施設である心理臨床カウンセリングセンターにおいてケ
ースを担当します。本学のセンターは常勤２名、非常勤２
名の心理専門職スタッフを配置しており、20名を超える
専任の教職員スタッフとともに実習をサポート、指導しま
す。また学外実習は、保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産
業・労働の5分野のうち3分野以上の施設においてさま
ざまな対象者に対する実習を行います。特に医療機関（保
健医療分野）の実習においては、現役の医師による医学的
な教授も受けながら、精神医学的な対象者に対する実習と
神経内科学的な対象者における実習の両方を学修します。
４）修士論文
修士論文の指導は、心理専門職の養成を行う教育課程
であることから、基礎的な学術的心理学の方法に則った
一般群を対象とする研究論文だけではなく、ケース担当
を中心とする心理支援に関する実践的内容をもとに、特
異群への関わりを科学的に分析する心理学の理論と実践
の相互連環に焦点をあてる研究論文を重要視します。そ
のために、研究法、演習、支援に関する講義、学内およ
び学外の実習が有機的に結びついて修士論文として結実
するように1年次から研究指導教員を中心とする研究
科全体での組織的な修士論文の作成指導を行います。
同時に、公認心理師の国家試験の受験に向けて準備で
きるよう組織的に指導を行います。
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心理学研究科 研究分野と内容

秋山　　学
消費者心理学／社会心理学
消費者行動、特に消費者の意思決定過程に関する研
究を行っています。最近は、買い物に関する自伝的
記憶、支払い行動と価格知覚・判断などに関する研
究や観光旅行のプランニングなど旅行者行動に関す
る意思決定過程および決定後過程を検討する認知・
社会心理学的研究を行っています。

石﨑　淳一※
医療心理学／臨床心理学／神経心理学
心理学的な援助について研究しています。対象とし
ては主に以下のようなトピックスです。①高齢者へ
の心理療法の効果や認知症の人たちの苦悩の理解と
援助の方法。②先天的な知的障がいなどをもつ子ど
もの心理的な障がいの理解と援助の方法。③青少年
の成長期の重大な発達課題であり心身の健康リスク
行動となる性行動の問題。

小久保　香江※
高次脳機能障害
私の研究分野は臨床神経心理学です。臨床神経心理
学とは脳損傷の患者さんの観察から、脳損傷と症状
の関係を導きだし、脳の機能や心理過程を考える分
野です。脳が損傷されると、失語症などの認知機能
障がいおよび自発性の低下などの行動障がいが生じ
ます。私は認知・行動障がいと病変の関係、発症の
メカニズムを研究しています。

小山　　正※
障害児発達学／言語発達心理学
研究テーマは、「前言語期の発達」であり、前言語
期から言語獲得期の諸発達について研究していま
す。特に、言語獲得期にみられる個人差・発達スタ
イルに関心があり、前言語期における認知発達スタ
イルとの関連について検討しています。

清水　寛之※
認知心理学／認知発達心理学
認知心理学・認知発達心理学。人間の記憶に関する
実験心理学的研究を中心に、記銘・保持・想起とい
う記憶過程を支えるモニタリングとコントロールの
心的メカニズムの解明に取り組んでいます。さらに、
認知機能の発達的側面や社会・文化的側面、補償的
側面にかかわる諸問題について実証的および理論的
検討を行っています。

土井　晶子※
臨床心理学／カウンセリング心理学
専門はカウンセリング心理学、産業メンタルヘルス
です。来談者中心療法やフォーカシング指向心理療
法、グループワークなどを柱に理論と実践の両面で
研究を進めています。「こころとからだの声を聞く」
フォーカシングを通じて「自分らしく生きていく」
ことを援助する実践、フォーカシング・プロセスの
理論的研究を行っています。またフォーカシングや
グループワークを企業の管理職研修やメンタルヘル
ス研修に応用し、組織や個人が強み、持ち味を生か
して「元気になる」ためにはどうすればいいかにつ
いても関心を寄せています。

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

 長期履修制度
修士課程においては、2年を標準修業年限としています
が、長期履修（3年）の制度を活用した3年間での履修
を認めます。
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〈博士後期課程：公認心理師の指導的人材の養成〉
公認心理師が、「高度専門職業人」として医療機関や各
種組織において多職種と連携し、その指導的な役割を担う
ためには研究能力の涵養は必須です。博士後期課程では、
多職種連携を円滑に推進するために必要である科学者とし
て模索していく研究能力を育む「科学者—実践家モデル」
に沿った人材育成を目指します。「科学者―実践家モデル」
に沿った研究能力の涵養を目指し、心理専門職としての実
践において求められる課題を理解するため生物学的・心理
的・社会的観点から整理したモデルあるいは問題構造とし
て整理した上での仮説構築、適切な方法を適用した仮説検
証を踏まえたモデル検証を行い、心理専門職としての実践
に還元できることを目指した学修を行います。
１）特別研究科目
公認心理師が心理専門職として直面する諸課題を、神
経科学などの生理的・身体的な側面すなわち生物学的基
盤や、医療・保険制度、社会福祉制度、そして、クライ
アントが属する組織や集団といった社会的な側面を踏ま
えて理解し、課題の構造を踏まえたモデル構築や理論構
成に繋げることを目的とした学修を行います。現代の健
康科学の「生物—心理—社会モデル」を基盤にすえ、受
講生自らの研究を再定義するため、神経科学などの生理
的・身体的な側面における新たな研究動向・手法および

研究倫理並びに精神保健に係わる世界的あるいは国内の
社会情勢における新たな動向を学修します。
２）特別演習科目
特別研究科目の学修も踏まえつつ、研究指導教員の指
導のもと、研究論文抄読や研究計画の立案・修正、研究
会・学会などへの発表準備、学術論文の作成を行い、博
士論文の執筆を目指した学修を進めます。研究遂行上、
被験者の生命、個人の尊厳および倫理的配慮の徹底を図
り、被験者および研究・実験者の安全性確保と人権保護
に対して十分に留意することについても、研究計画の立
案や遂行経過報告において、研究指導教員より適切な指
示や教示を受けます。
３）博士論文
心理学研究科の博士論文の指導は、「科学者—実践家
モデル」に基づき、標準的な心理学研究法に則った一般
群を対象とする研究論文だけではなく、ケース担当を中
心とする心理支援に関する実践的内容をもとに、特異群
への関わりを科学的に分析する心理学の理論と実践の相
互連環に焦点をあてる研究論文も重視します。そのため
に、特別研究科目および特別演習科目の学修が有機的に
結びついて博士論文として結実するように博士後期課程
1年次から研究指導教員を中心とする研究科全体での組
織的な博士論文の作成指導を行います。



Kobe Gakuin University Graduate School 25

道城　裕貴※
発達心理学／特別支援教育／応用行動分析
専門は、学校心理学、特別支援教育、発達心理学で
す。通常学級において、発達障がいなどの特別な教
育的ニーズがある子ども達への支援や療育、行動コ
ンサルテーション等の実践研究を行っています。ま
た、発達障がいがある子ども達への療育や、通常学
級における特別支援教育支援員の活用や学級のユニ
バーサルデザインなどにも関心を寄せています。

長谷川　千洋※
神経心理学／認知神経科学
専門は神経心理学・認知神経心理学・臨床神経心理
学です。これらは心理学領域の中でも、脳と心理現
象との関係を調べ、その解明を目指す領域です。具
体的には、記憶や言語を中心とした認知機能と認知
機能障がいの評価方法、さらにそれらの障がいに対
する心理的治療の方法や治療効果を研究しています。

博野　信次
行動神経学
神経内科学。脳に損傷が生じると麻痺や感覚障がい
などに加え、記憶、言語などの様々な高次脳機能障
がいが生じます。これらの障がいを生じる病態メカ
ニズムの解明を通して、人間の心理現象を理解した
いと考えています。併せて認知症性疾患をはじめと
する、脳に損傷を生じる疾患の診断や治療法の改善
を目指した研究を行っています。

三和　千德※
精神医学／臨床心理学
専門分野は精神医学、臨床心理学です。精神医学と
しては、気分障がい、特に難治性うつ病や双極性障
がいの治療、軽症のうつ病における精神療法（心理
療法）や運動療法など非薬物療法が果たす役割、ま
た精神薬理学などに関心があり研究しています。臨
床心理学としては精神分析的精神療法（心理療法）、
認知療法に関心があります。

山本　恭子※
社会心理学／感情心理学
専門は感情心理学、社会心理学です。特に、社会的
場面における感情表出過程に関心を持っており、顔
の表情などの非言語行動を対象として研究していま
す。人との関わりの中で感情表出がどのように調整
されるのかについて、他者との対人関係や社会的文
脈といった状況要因や、感情や社会的動機といった
主観的側面との関わりから検討しています。

村井　佳比子※
臨床心理学／行動分析学
専門は臨床心理学です。行動分析学をバックグラウ
ンドとした臨床や研究を行っています。人の行動が
その人の望む方向に変わるにはどうしたらいいの
か、セルフマネジメントや動機づけ面接などの実践
の中に、行動変動性などの基礎研究から得られた知
見を生かすことを目指しています。

村山　恭朗※
臨床心理学
専門は臨床心理学、中でも認知行動療法です。研究
領域に関してですが、反すうなどをはじめとする情
動調整や脱中心化のメンタルヘルス（抑うつや攻撃
性）への効果に関する検証を行っています。また児
童期から成人期にある発達障がい児者への支援、子
育てに悩む母親への支援（ペアレント・トレーニン
グ）を実施するとともに、研究調査も行っています。

毛　　新華※
社会心理学／文化心理学
専門分野は社会心理学・文化心理学です。とりわけ、
「グローバル化」社会において、異文化間での人と
人との関わりに興味を持っています。具体的に、文
化によって人付き合いのルールがどのように異なる
のか、そして、異文化適応のあり方はトレーニング
によってどのように促進されるのかについて解明し
たいと考えています。

岡村　心平※
臨床心理学／心理療法論
専門は臨床心理学、心理療法論です。特にフォーカ
シング指向心理療法の技法研究、およびその背景に
ある哲学的側面に関する理論研究を行っています。
クライエント自身が自分の体験や悩みに関心を向
け、吟味することを促す心理療法応答の機能につい
て、言葉やイメージと身体感覚との関わりに着目し
ながら、実践を通じて検討しています。また、人間
性心理学の教育的意義や、教育現場で創造性を高め
るための活用法にも関心をもっています。

竹田　　剛※
臨床心理学／心身医学／パーソナリティ心理学
専門は臨床心理学、心身医学です。主に医療領域で
臨床と研究を行っています。研究テーマは、神経性
過食症を抱える方々の自尊感情を向上する心理療法
の開発です。自尊感情の向上は生物 - 心理 - 社会的
な症状を包括的に改善することが見込まれていま
す。それを踏まえ、認知行動療法を中心とした統合
的な介入方略を開発し、その効果を量的・質的に検
証しています。

中川　裕美※
産業・組織心理学／産業心理臨床
産業心理臨床・産業組織心理学。EAP機関におい
て、労働者を対象としたカウンセリングや職場復帰
支援の実施、企業組織へのコンサルテーションを通
じてストレスチェックや職場環境改善などのメンタ
ルヘルス対策に携わっています。研究では、特に労
働者を対象としたマインドフルネス・トレーニング
の予防効果やパフォーマンスへの影響について関心
を持っています。

※公認心理師の有資格者

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

准教授

准教授

准教授

講　師

講　師

講　師

心理学研究科 2021 年度授業科目一覧

心理学専攻　修士課程
専門基礎科目
心理学研究法Ⅰ
心理学研究法Ⅱ
心理学演習Ⅰ
心理学演習Ⅱ
心理学演習Ⅲ
心理学演習Ⅳ
公認心理師必須科目
�保健医療分野に関する理論と支援の展開
福祉分野に関する理論と支援の展開
教育分野に関する理論と支援の展開
�司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開

�産業・労働分野に関する理論と支援の展開
�心理的アセスメントに関する理論と実践
心理支援に関する理論と実践
�家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践
心の健康教育に関する理論と実践
心理実践実習Ⅰ
心理実践実習Ⅱ
心理実践実習Ⅲ
心理実践実習Ⅳ
心理実践実習Ａ
心理実践実習Ｂ
心理実践実習Ｃ
心理実践実習Ｄ

心理学専攻　博士後期課程
特別研究科目
心理学特別研究Ⅰ
心理学特別研究Ⅱ
特別演習科目
心理学特別演習Ⅰ
心理学特別演習Ⅱ
心理学特別演習Ⅲ

◎ �2022年度開講科目は変更される
可能性があります。
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総合リハビリテーション学研究科
◆医療リハビリテーション学専攻　修士課程・博士後期課程
◆社会リハビリテーション学専攻　修士課程

○総合リハビリテーション学研究科の理念
総合リハビリテーション学研究科は、「真理愛好・個性
尊重」という本学の建学の精神に則り、医学や医療技術
の進歩又は社会の制度、現状と将来への展望を適切に把
握して対応・支援できる人材の育成と、これからのリハ
ビリテーション領域における教育・研究を担う人材の育
成を図り、総合リハビリテーション学の発展に寄与する。

○総合リハビリテーション学研究科の目的
総合リハビリテーション学研究科では、①医療・福祉
に関わる分野でリーダーとなる高度な専門職業人の育成、
②大学、短期大学、及び専門学校等の養成機関での教育
者の育成、③研究機関及び企業の研究所等での研究者の
育成、大学・大学院での教育・研究者の育成、を目的と
する。

総合リハビリテーション学研究科 理念・目的

【修士課程】
研究科修士課程の授業科目に、共通科目、専門基礎科
目及び専門科目を設定している。共通科目は、総合リハ
ビリテーションに共通する広範な知識と関係職種の理解
と連携及びリハビリテーションスタッフに必須な研究マ
インド、実践の場に必要な指導力を発揮できる人材育成
の基盤づくりを目指す。専門基礎科目は、専門科目の各
領域の共通基盤として必須な科目を設定している。専門
科目は、研究論文をまとめあげるための先行文献研究、

研究のアイデア、論理、思考、成果分析等の能力を高め、
また学際領域の研究法、専門領域教育者の育成の基盤づ
くりの科目を学修して、学位論文を作成する。
（１）�優れた専門的知識・技術を有するリハビリテーショ

ン分野の高度な専門職業人の育成：現代の多様化す
るニーズを有する個人に対応できるよう、高度な知
識・技術を修得し、社会に貢献できる専門家を育成
するために、共通科目、専門基礎科目及び専門科目
を通じて保健・医療・福祉の最近の知見を修得する。

総合リハビリテーション学研究科は、保健・医療・福
祉領域における、①リーダーとなり得る高度な専門職業
人の育成、②大学、短期大学、及び専門学校等での教育
者の育成、③大学、研究機関及び企業での研究者の育成、
等を目的とすることから、次のような学生を求める。

【修士課程】
保健・医療・福祉領域において
１．�高度な職業人、教育・研究者を目指す人。（関心・意欲）
２．�本研究科の理念・目的に沿う基礎的学力を有してい
る人。（知識・理解）

３．�本研究科の理念・目的に沿って自ら学修・論考を進
めることのできる人。（思考・判断・表現）

【博士後期課程】
保健・医療・福祉領域において
１．�高度な職業人、教育・研究者を目指すに足る意欲を
備えている人。（関心・意欲）

２．�高度な職業人、教育・研究者を目指すに足る基礎的
知識・能力を備えている人。（知識・理解）

３．�高度な職業人、教育・研究者を目指すために自ら学修・
論考を進めることのできる人。（思考・判断・表現）

総合リハビリテーション学研究科 ３つのポリシー
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（２）�優れたリハビリテーション学教育に資する人材の育
成：国内外の多くのリハビリテーションに関する情
報を集積し、関連する学問的基礎を関連付けながら
リハビリテーションの学問体系を構築することによ
って、科学的根拠に基づいた教育的素養を有する人
材を育成する。

（３）�リハビリテーション学研究に資する人材の育成：リ
ハビリテーションに関して科学的に真理を追い求め
ることによって、リハビリテーション学を進歩させ、
社会における知的財産を創造し、国民及び社会に貢
献できる人材を育成する。

【博士後期課程】
研究科博士後期課程の授業科目に、共通科目及び専門
科目を設定している。共通科目は、総合リハビリテーシ
ョンに共通する広範な知識と関係職種の理解と連携及び
リハビリテーションスタッフに必須な研究マインド、実
践の場に必要な指導力を発揮できる人材育成の基盤づく
りを目指す。専門科目は、研究論文をまとめあげるため
の先行文献研究、研究のアイデア、論理、思考、成果分

析等の能力を高め、また学際領域の研究法、専門領域教
育者の育成の基盤づくりの科目を学修して、独創性を有
する学位論文を作成する。
（１）�優れた専門的知識・技術を有するリハビリテーショ

ン分野の高度な専門職業人の育成：現代の多様化す
るニーズを有する個人に対応できるよう、高度な知
識・技術を修得し、社会に貢献できる専門家を育成
するために、共通科目及び専門科目を通じて保健・
医療・福祉の最近の知見を修得する。

（２）�優れたリハビリテーション学教育に資する人材の育
成：国内外の多くのリハビリテーションに関する情
報を集積し、関連する学問的基礎を関連付けながら
リハビリテーションの学問体系を構築することによ
って、科学的根拠に基づいた教育的素養を有する人
材を育成する。

（３）�リハビリテーション学研究に資する人材の育成：リ
ハビリテーションに関して科学的に真理を追い求め
ることによって、リハビリテーション学を進歩させ、
社会における知的財産を創造し、国民及び社会に貢
献できる人材を育成する。

【修士課程】
総合リハビリテーション学研究科の定める期間在学し
て、所要単位を修得すること、かつ、必要な研究指導を
受け、修士論文の審査及び最終試験に合格して、修士課
程を修了し、次の能力を修得したものに修士の学位を授
与する。

保健・医療・福祉領域における教育・研究者・高度な
専門職として
１．�人と社会を見据える広く深い学識を備え、教育・研究・
職を担うための知識や技能を身につけている。（知識・
技能）

２．�１で示した学識をもとに、自ら課題を発見し、その
解決方法を見出すことができる。（思考・判断・表現）

３．�１と２を実現するための基礎的能力として、先行研
究や文献を広く学び、その上で考察を進めるという
研究方法を身につけている。（思考・判断・表現）

４．�高い倫理性と責任感をもって研究・職に取り組むと
いう意欲と態度をもっている。（意欲・態度）

【博士後期課程】
総合リハビリテーション学研究科の定める期間在学し
て、所要単位を修得すること、かつ、必要な研究指導を

受け、博士論文の審査及び最終試験に合格して、博士課
程を修了し、次の能力を修得したものに博士の学位を授
与する。

保健・医療・福祉領域における教育・研究者・高度な
専門職として
１．�人と社会を見据える広く深い学識を備え、研究者と
して自立して教育・研究活動を行い、または高度な
専門性を必要とする職業を担うため高度な専門知識
や技能を身につけている。（知識・技能）

２．�狭義の専攻分野にとどまらず、人と社会という広範
な対象を研究分野として捉え、論理的整合性を保ち
つつ高い独創性を有し、高度な専門知識や技能を活
用して、課題を発見・考察して、解決の方法を見出
すことができる。（思考・判断・表現）

３．�２を実現するために、専攻分野や関連する領域、そ
の他、様々な領域の学に興味をもち、それらの先行
研究、研究資料等を充分に把握・分析・解釈して、
判断することができる。（思考・判断・表現）

４．�高い倫理性と責任感をもって、独創的研究・職を実
践することができ、多様な人々との協働においてリ
ーダーシップを発揮できる。（意欲・態度・思考・判
断・表現）
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総合リハビリテーション学研究科の 特 長

 設置の趣旨
21世紀のわが国の進むべき方向は、これまでのテクノ
ロジーを中心とした考え方を脱却し、国民一人一人が真に
自立した生活をめざすことのできる豊かな社会を形成して
いくことにあります。そのためには、①リハビリテーショ
ン医療の治療技術の開発　②医療体制、社会福祉制度の確
立、③地域での保健・医療・福祉のネットワークと地域包
括ケアシステムの確立、④福祉用具などの生活支援機器の
研究開発・供給システムの整備、⑤ユニバーサルデザイン
の普及とひとにやさしいまちづくり、⑥ボランティアなら
びに住民参加活動の推進、⑦障害のある人々の社会生活力
の向上などの取り組みを推進していく必要があります。
このような理由から、医学や医療技術、または社会の制
度などの現状と、将来への展望を適切に把握して対応・支
援のできる人材の育成と、これからのリハビリテーション
領域における教育・研究を担う人材の育成を図ることを目
的に、神戸学院大学総合リハビリテーション学研究科を設
置しました。
総合リハビリテーション学部は、2005年４月に開設
されました。総合リハビリテーション学部は、リハビリテ
ーション医療の治療技術を学ぶ理学療法学科と作業療法学
科、ならびに生活不安及び生活困難を抱えた人々の生活に
関わる広範囲な支援を目的とする社会リハビリテーション
学科で総合リハビリテーション教育を展開しています。具
体的な特徴として心身の健康、疾病の回復及び補装具、生
活支援機器で生活機能の再構築をめざし、現場のリーダー
として活躍できる実践力のある理学療法士・作業療法士の
育成と、社会のシステムや福祉制度を分析し、社会生活力
の向上と生活支援技術の利用促進をめざす社会福祉士・精
神保健福祉士の育成を目的とした学部であることです。す
でに学部教育は15年以上を経過した段階ですが、専門職
として現場に就職しながら大学院で高度な専門職業人とし
て学んでいる実習指導者を身近に見て、同じように進学を
希望する学生や現場における知識の整理と研究法を修得し
たいという実習指導者の声に応える大学院の設置が望まれ
ていました。

医療リハビリテーション学専攻修士課程では高度な専門
職業人の養成をその目的の一つとして掲げ、すでに臨床現
場に働いていて、よりレベルアップを図りたい臨床実習指
導者等社会人にも門戸を開きます。そのために夜間時間帯
や土曜日に授業を実施し、現場での経験を積みながら修学
が可能な環境を確保します。また、医療教育学関連の科目
を配置し、後進の指導や臨床実習教育に関する学びの場を
確保し、養成校の教員を目指す方々にも門戸を開いていき
ます。また、すでに経験を有している社会人には、日常の
臨床経験を深め特定の分野の専門知識と技術を深める専門
実習を導入して、高度な職業専門人を養成したいと考えて
います。
社会リハビリテーション学専攻修士課程においても高度
な専門職業人としての養成を目的としています。学部教育
を修了後、高度な知識と研究手法を習得したいという学生
や、福祉や医療の現場において専門職として働きながら支
援技術や知識を取得したいという実習指導者等の社会人に
も門戸を開きます。特に、社会福祉現場の職員は、研修を
受ける機会が少ない業種も多岐にわたります。地域住民及
び福祉サービス利用者に対するより良い支援を提供してい
くとともに、新しい知見の取得や課題の整理などを行いた
い方のために、夜間時間帯に授業を実施します。自身の専
門分野だけでなく、現代社会におけるさまざまな課題につ
いて幅広く学べる専門科目を配置しています。
また医療リハビリテーション学専攻博士後期課程におい
ては、修士課程において修得した分析能力、問題解決能力、
研究能力を高度化し、創造的・開発的研究を通して、多様
な研究・教育機関の中核を担う研究者や、大学・大学院で
の研究・教育にあたる人材を養成したいと考えています。
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 研究科の組織
総合リハビリテーション学研究科には、医療リハビリテ
ーション学専攻と社会リハビリテーション学専攻の２専攻
を置きます。

（１）医療リハビリテーション学専攻
医療リハビリテーション学専攻の修士課程リハビリテー
ション科学領域には、基礎生体機能・病態解析学分野、脳・
精神・神経機能解析学分野、身体機能・運動解析学分野及
び生活・環境支援学分野を置きます。
基礎生体機能・病態解析学分野では、身体の構造と機能
を形態学的・生理学的に解析し、病気・障害の病因解析・
発生機序及び経過の究明にあたります。この分野は、理学
療法学・作業療法学の基礎になり、臨床経験より生じた疑
問点等の解決に役立つ研究を行います。
脳・精神・神経機能解析学分野ではひとの行為を脳・精
神・神経機能ならびにこれらの関連性をふまえて解析・研
究し、病気や障害のある人々のリハビリテーションや、ヘ
ルスプロモーションに寄与する知見を発信することを目指
します。この分野は、医学、理学療法学、作業療法学など
を含む学際的なメンバーによって構成されています。
身体機能・運動解析学分野では脳や精神、神経機能の不
調・不全から生じる運動機能や身体機能の障害に対する治
療技術の開発・研究を行います。
生活・環境支援学分野では、機能や構造、活動や参加に
対し、実際の生活場面や人的環境、物的環境に介入するこ
とで機能や構造の制限を軽減し、活動や参加を活性化させ
る総合的な援助方法を開発・研究していきます。また、高
齢者ケアを有効に行うための技術やシステムづくりに関す
る研究を行います。
博士後期課程リハビリテーション科学領域では、基礎生
体機能・病態解析学分野、精神・身体機能・運動解析学分
野及び生活・環境支援学分野を置きます。
基礎生体機能・病態解析学分野では、身体の構造と機能
を形態学的・生理学的に解析し、病気・外傷・障害の病因
解析・発生機序及び経過を究明します。
精神・身体機能・運動解析学分野では、脳卒中、整形外
科疾患、神経筋疾患、精神神経障害、認知症及び小児疾患
などさまざまな病気・外傷・障害の治療・回復・支援に関
する医療技術の開発ならびに教育・指導方法を研究します。
さらに生体工学的アプローチを駆使した臨床に直結する研
究も行っていきます。
生活・環境支援学分野では、機能や構造、活動や参加に
対し、実際の生活場面や人的環境、物的環境に介入するこ
とで機能や構造の制限を軽減し、活動や参加を活性化させ
る総合的な援助方法を開発・研究していきます。博士後期
課程では研究成果をアカデミズムの領域を超えて施策に反
映する方法についても検討します。

カリキュラムは、共通科目及び専門科目から構成され
ます。
共通科目では、リハビリテーション科学における広範な
知識と関係職種の理解と連携及びリハビリテーションスタ
ッフに必要とされる研究マインド、修士課程において修
得した分析能力、問題解決能力、研究能力のさらなる高度
化をめざします。専門科目では、独創的な研究論文をまと
めあげるための先行文献研究、研究のアイデア、論理、思
考、成果分析等の能力を高め、また学際領域の研究法、専
門領域教育者養成の基盤となる医療教育学関連の科目を学
修し、修士論文または博士論文を作成するよう指導します。
さらに、博士後期課程の修了により、多様な研究・教育機
関の中核を担う研究者や、大学・大学院での教育・研究を
推進する人材の育成を目指します。

（２）社会リハビリテーション学専攻
社会リハビリテーション学専攻は、総合福祉実践学領域・
総合福祉実践分野の一領域・一分野です。人と社会を見据
える広く深い学識を備え、専攻分野における研究、または
高度な専門性を必要とする職業を担うための知識や技能
を身につけることを目的とした、多様な科目を配置してい
ます。
カリキュラムは、共通科目と専門科目からなります。共
通科目は、医療リハビリテーション学専攻と同様の内容と
なります。専門科目では、社会全体を対象とした社会福祉
のありかたを学ぶ社会リハビリテーション学、社会福祉実
践の倫理・価値、知識、技術を学ぶソーシャルワーク論、
社会福祉調査を実施するための知識と技術を身につける社
会福祉調査研究を必修科目としています。また、多様な分
野における新しい知見を得られるように専門科目を配置し
ています。専門科目は、法制度、福祉サービス供給システ
ム、障害・高齢・医療・児童・生活困窮などの分野におけ
る支援技術や知識、地域生活とコミュニティ問題、公衆衛
生の取り組み、NGO・NPO活動などの専門科目を配置し、
幅広く学ぶことができる内容となっています。
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 修業年限
（１）修士課程
修業年限は２年です。しかし、職業を有している、また
は育児、長期介護等の事情により、標準修業年限（２年）
での教育課程の履修が困難な学生を対象として、標準修業
年限を越えて計画的に履修し３年または４年で教育課程を
修了する長期履修制度を設けます。
また、授業の実施方法は、月曜日から金曜日までは５時
限及び６時限に同一授業を行い社会人学生への便宜をはか
ります。なお、土曜日は１時限から４時限まで開講し標準
年限で修了要件を満たすことができます。

（２）博士後期課程
修業年限は３年です。修士課程と同様に、さまざまな事
情により、標準修業年限（３年）での教育課程の履修が困
難な学生を対象として、標準修業年限を越えて計画的に履
修し４～６年で教育課程を修了する長期履修制度を設け
ます。
また、授業は、月曜日から金曜日の５時限及び６時限、
土曜日の１時限から４時限に開講して社会人学生への便
宜を図っています。共通科目及び専門科目については、１
年次において修了に必要な単位数を修得し、２年次以降は
特別研究に専念できるカリキュラムになっています。

3

総合リハビリテーション学研究科組織

修士課程 博士後期課程

研究科名 専攻名 領域名 分野名 領域名 分野名

総合リハビリ
テーション学
研 究 科

医療リハビリ
テーション学
専 攻

リハビリテー
シ ョ ン 科 学
領 域

基礎生体機能・病態解析学分野

リハビリテー
ション科学
領 域

基礎生体機能・病態解析学分野

脳・精神・神経機能解析学分野

精神・身体機能・運動解析学分野

身体機能・運動解析学分野

生活・環境支援学分野 生活・環境支援学分野

社会リハビリ
テーション学
専 攻

総合福祉実践学
領 域 総合福祉実践学分野
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総合リハビリテーション学研究科 研究分野と内容

医療リハビリテーション学専攻

岩井　信彦
・理学療法の評価（検査・測定）に関すること
・�能力レベルの日常生活活動と実行状況との差異に
関すること
・理学療法部門の管理・運営に関すること
・�リハビリテーション関連職種間の連携に関する
こと

大庭　潤平
研究テーマは、作業療法学と義肢装具学（福祉用具
含む）です。リハビリテーションにおける補完的お
よび代償的アプローチの評価・開発に関する研究に
取り組んでいます。

阪井　一雄
変性認知症の高次機能障害や行動心理症状
（Behavioral�and�Psychological�Symptomsof�
Dementia）についての研究を行っています。特に、
logopenic�aphasia をはじめとした非典型的アル
ツハイマー病の症状特性や、レビー小体型認知症に
おける精神症状、特に抑鬱について、IMPSPECT、
ECD-SPECT、ドーパミントランスポーターアッ
セイ、アミロイドPET等の脳画像との関連を含め
た研究を行っています。
また、認知症の行動心理症状の心理社会的要因・生
物学的な要因についても調査しています。

春藤　久人
１．�薬理学一般　免疫抑制薬の副作用発現に関する
研究を行っています。現在おもに、分裂酵母を
モデル生物として用いて、免疫抑制薬の副作用
に関連する遺伝子を同定し、その遺伝子産物の
機能について解析を行っています。

２．�遺伝子多型に関する研究　遺伝子多型性と身体
能力との関連性について解析しています。

西尾　久英
私の研究テーマである脊髄性筋萎縮症（SMA）は、
１万出生に１人の割合で発生する、下位運動ニュー
ロンの病気です。SMA患者の多くは、乳児期に「頚
定がない」「独座ができない」「立てない」「歩かれ
ない」等の運動発達の障害の症状で見つかってきま
した。これまでSMAは治療法がなく、時間ととも
に状態が悪くなる悲劇的な病気でしたが、一昨年ア
ンチセンスオリゴ薬剤（ヌシネルセン）が開発され、
患者の運動機能の発達あるいは回復が期待できるよ
うになりました。これからのSMA医療は、病気の
早期診断、早期リハビリテーションがますます重要
になると思われます。若い皆さんと一緒になって、
新しいSMAの医療体系を構築していきたいと考え
ています。

備酒　伸彦
・高齢者リハビリテーション
・高齢者ケア
・福祉教育

藤原　瑞穂
・高齢者と作業
・高齢者の生涯学習
・作業療法の実践教育
・現象学的質的研究

古田　恒輔
専門分野は福祉用具、福祉機器、住宅改修などです。
人の暮らしの中で多くの道具が人々の生活を支えて
います。福祉用具は生活を支援する道具

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

との立場か
ら、「福祉用具の開発」と人と道具と暮らしを結び
つける「使いこなしの技」や「利用状況調査」の研
究をしています。
http:/www.kobegakuin.ac.jp/gakuho-net/
infocus/2007/2007_10.html

松原　貴子
疼痛学
・慢性疼痛の病態解明
・運動による疼痛抑制メカニズムの解明
・疼痛の診断・客観的評価法の開発
・慢性疼痛の集学的診療システムの構築

村尾　　浩
世界保健機関（WHO）によれば、医学は①健康増
進の医学、②予防医学、③治療医学、④リハビリ
テーション（リハ）医学の４相に分類されている。
健やかな人生に寄与するには、４医学とも重要であ
る。治療医学である整形外科とリハ医学が専門で、
特に骨・関節疾患や回復期リハや廃用症候群に関す
る研究を行っている。

小川　真寛
身体障害、高齢期作業療法
・�認知症等の意思疎通が困難な方の作業の評価法の
開発
　https://www.a-qoa.com/
・�身体疾患（がん・COPD等）における認知機能
障害の研究
・�中途障害者の外出のリハビリテーションの調査や
効果検討
・作業療法の臨床現場における教育に関する研究

小嶋　　功
補装具（義肢、装具、車いす、歩行補助具等）の研究・
開発、使用者の身体機能評価と使用実態について、
エビデンス構築と補装具がいかに使用者のQOL向
上に寄与するかをテーマにしている。信頼性のある
身体機能評価指標とバイオメカニクスを活用した�
分析による効果判定を行っている。

坂本　年将
「学習と記憶」をテーマに、脳科学的、認知科学的
研究を行っています。現在取り組んでいる研究課題
としては、１）運動パターンの習得（運動学習）と
それに伴う脳活動の変化、２）行動パターンの習得
（習慣形成）の認知行動学的メカニズムなどがあり
ます。理学療法などのリハビリテーション・アプ
ローチへの応用を探ります。

中前　智通
認知症の人のリハビリテーション、精神障害の人の
リハビリテーション、作業療法教育等をテーマとし
研究を行っています。今後の精神領域のリハビリテ
ーションに少しでも貢献できる研究ができればと思
っています。

森本　陽介
主な研究分野は心臓リハビリテーションおよび集中
治療領域におけるリハビリテーションです。近年で
は、大規模で質の高い研究が重要視されていますが、
日々の臨床における疑問を解決する手段として研究
を行うことをモットーにしています。これまで、慢
性心不全患者のサルコペニアや緩和ケア、肺高血圧
患者のQOL、心臓血管外科患者のフレイル、ICU-
acquired�weakness に関する症例報告や調査結
果を学会や論文にて発表しています。専門性にとら
われず、クリニカルクエスチョンを解決していきた
いと考えています。

加藤　雅子
・�発達期の障害に対する発達支援・生活支援
・脳性麻痺児・者に対する発達支援・生活支援

塚原　正志
身体障害・老年期領域の病院・施設で臨床を行って
きたため、身体障害領域では主に運動失調症の機能
評価・治療に関する研究を、老年期領域では、地域
リハビリテーションにおける関係職との連携や家族
支援（福祉用具適合など環境整備も含む）について、
調査・研究を行っている。

南　　　哲
小児発達領域の理学療法を主な研究テーマとしてい
ます。現在は、脳性麻痺児・者の運動機能や、筋ジ
ストロフィーの筋変性などを研究課題に活動を行っ
ています。これらの活動を通し、子どもたちに対す
る理学療法の確立に少しでも貢献できればと思って
います。

森川　孝子
精神科分野のリハビリテーションについて
（キーワード；�統合失調症、認知症、発達障害、認知

機能、NIRS、作業療法、認知行動療法）
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社会リハビリテーション学専攻

相澤　譲治
研究テーマは、障害者福祉の理論と思想である。障
害に関する歴史的社会的展開をふまえた我が国の
障害者福祉の理論と思想について研究する。特に、
ノーマライゼーションの日本的展開や障害者福祉施
設におけるケアワーク実践の諸課題を研究する。

糟谷　佐紀
研究テーマは、障害者の住宅政策や居住福祉、住環
境整備である。住宅は、すべての人にとって生活の
基盤となる重要因子であるにもかかわらず、個人で
確保するものとされ、社会保障という認識は薄い。
自身で持家を取得できない障害者の居住実態の把握
から、現代の日本の住宅困窮の実態とその要因を明
らかにしようと取り組んでいる。

小坂　享子
研究テーマは福祉文化である。福祉文化には、福祉
サービスの文化的質の向上を目指す要素と、社会福
祉が今まで培ってきた価値観を一般社会に浸透させ
社会のありようを変えていこうという二つの要素が
含まれる。福祉文化についてさらなる概念整理を行
いつつ、その醸成に向けた社会的地域的実践につい
て研究を進めている。

阪田　憲二郎
研究テーマは、精神障害者への地域生活支援・就労
支援である。地域で生活をしている精神障害者に対
して生活ニーズを十分満たしていけるような制度の
構築を提言できるように、実践的な視点から研究を
行っている。加えて、現在社会問題化しているひき
こもりへの支援についても研究を進めている。

西垣　千春
研究テーマは生活困窮予防である。生活は様々な条
件が整って維持されている。生活維持が困難となり、
困窮に至る人々は、必要とする条件が充足されない
状況にある。なぜそのような状況に至ったのかを知
り、同じような状況に陥ることを防ぐための方法を
検討していくことに取り組んでいる。

宮崎　清恵
研究テーマは、ソーシャルワークの実践理論及び実
践モデルの開発である。ソーシャルワークの専門性
がより多くの現場で担保され、利用者により良いソ
ーシャルワークが提供されることを目指し、開発と
同時に実践モデルの普及のためにスーパービジョン
の方法の研究にも取り組んでいる。

川本　健太郎
研究テーマは、障害者など就労困難者の労働による
社会参加である。一般就労か福祉的就労の二分論を
超えて、企業と非営利法人のパートナーシップ、及
び、社会的企業の組織化を実践レベルで推進しなが
ら、アクションリサーチを主たる手法として研究を
進めている。

佐野　光彦
研究テーマは、「障害児・生徒と教育」、「印刷物障
害学生支援」や「紛争と福祉」などである。福祉政
策を障害、格差、貧困、生命倫理、発展途上国、政
治、国際関係などのキーワードを通して、研究をす
すめている。国外の研究フィールドは、バングラデ
シュをターゲットとしている。

九十九　綾子
研究テーマは臨床福祉学、ソーシャルワーク実践で
ある。行動変容アプローチ・認知行動療法に基づく
対人支援について、セルフ・エフィカシーの視点か
ら研究を行っている。また、解決志向アプローチに
基づく対人支援やスーパービジョンについても研究
を進めている。

水上　　然
研究テーマは、認知症高齢者の権利擁護である。地
域における認知症高齢者の支援や、高齢者虐待の防
止システムなどの研究を行っている。政策的には地
域支援事業に注目しており、地域包括支援センター
を中心とした地域包括ケアのあり方に関心を持って
いる。

脇田　吉隆
研究テーマは、「憲法学・法学教育方法論」「えん罪
犠牲者の社会復帰と権利実現」「ドイツ州憲法の制
定史と発展」である。憲法学・法学における研究・
教育において、日常社会におこる「否定的現象」に
「怒り」それを克服する「不断の努力」を「励まし」、「す
べての人が平和な社会で自由に豊かに幸せに暮らせ
る社会」を実現するための、『怒りと励ましの憲法学』
をめざしている。

橋本　　力
研究テーマは、地域福祉を視座としたケアマネジメ
ント実践である。地域における多様な生活ニーズや
潜在的ニーズの実態、またそれらのニーズに対する
ケアマネジメント実践の有効性等について関心をも
っている。また、地域福祉領域に加え、社会福祉領
域全般における様々な課題について量的研究をもと
に検証し、根拠に基づいた議論および提言を行って
いくことを目指している。
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総合リハビリテーション学研究科 2021 年度授業科目一覧

医療リハビリテーション学専攻　修士課程
共通科目
総合リハビリテーション学特論A※
総合リハビリテーション学特論B
研究倫理学特論
専門科目
研究法特論
統計学特論
医療教育学特論
医療教育学特論演習
基礎生体機能・病態解析学特論
脳・精神・神経機能解析学特論A
脳・精神・神経機能解析学特論B
脳・精神・神経機能解析学特論C
身体機能・運動解析学特論A
身体機能・運動解析学特論B
生活・環境支援学特論A
生活・環境支援学特論B
総合リハビリテーション学特論演習Ⅰ
総合リハビリテーション学特論演習Ⅱ
総合リハビリテーション学特論演習Ⅲ
総合リハビリテーション学特論演習Ⅳ
総合リハビリテーション学特別研究Ⅰ
総合リハビリテーション学特別研究Ⅱ
総合リハビリテーション学特別研究Ⅲ
総合リハビリテーション学特別研究Ⅳ

社会リハビリテーション学専攻　修士課程
共通科目
総合リハビリテーション学特論A※
総合リハビリテーション学特論B
研究倫理学特論
専門科目
社会リハビリテーション学
ソーシャルワーク論
社会福祉調査研究
障害福祉特論
居住福祉特論
福祉文化特論
精神障害者支援特論
発展途上国福祉特論
ソーシャルワーク方法特論
生活困窮予防学特論
地域福祉特論
高齢者福祉特論
保健医療福祉特論
更生保護特論
社会起業特論
総合福祉実習
総合福祉実践特論演習Ⅰ
総合福祉実践特論演習Ⅱ
総合福祉実践特論演習Ⅲ
総合福祉実践特論演習Ⅳ
総合福祉実践特別研究Ⅰ
総合福祉実践特別研究Ⅱ
総合福祉実践特別研究Ⅲ
総合福祉実践特別研究Ⅳ

医療リハビリテーション学専攻　博士後期課程
専門基礎科目
リハビリテーション科学特講
医療教育学特講
医療教育学特講演習
専門科目
リハビリテーション科学特講演習Ⅰ
リハビリテーション科学特講演習Ⅱ
リハビリテーション科学特講演習Ⅲ
リハビリテーション科学特講演習Ⅳ
リハビリテーション科学特別研究Ⅰ
リハビリテーション科学特別研究Ⅱ
リハビリテーション科学特別研究Ⅲ
リハビリテーション科学特別研究Ⅳ
リハビリテーション科学特別研究Ⅴ※
リハビリテーション科学特別研究Ⅵ※

※�については、2021年度は開講し
ておりません。

◎ �2022年度開講科目は変更される
可能性があります。
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栄養学研究科
◆栄養学専攻　修士課程

○栄養学研究科の理念
栄養学研究科は、「真理愛好、個性尊重」という本学の
建学の精神に則り、「栄養学」分野における多様な基礎的、
応用的、先進的研究を推進して真理探究に努めるととも
に、学生の個性を尊重しつつ、社会のニーズに応え得る
高度な専門家養成教育を展開する。

○栄養学研究科の目的
栄養学研究科は、栄養または医療に関する基礎的また
は実践的科学研究を行うために必要な高度な能力を涵養
して、優れた専門職業人としての職務の遂行を可能とし、
これをもって国民の健康保持増進と、管理栄養士、臨床
検査技師または栄養教諭等の能力の向上に寄与すること
を目的とした大学院である。

栄養学研究科 理念・目的

栄養学研究科の授業科目は特殊講義29科目、臨床栄
養研修Ⅰ～Ⅳ、栄養教育研修Ⅰ～Ⅳに、栄養学研究、栄
養学演習、特別講義から成っている。指導教員と副指導
教員による複数指導体制のもとで、選択科目の選定を行
い、また研究報告・論文を作成する。医療施設等におい

て就業中の管理栄養士あるいは臨床検査技師は、勤務報
告と所定単位数の授業履修により修士号取得が可能であ
る。修士論文の査読は指導教員とは別の査読教員が行う。
修士論文発表会では審査基準に基づき評価される。

栄養・医療に係る問題を科学的に検討し、関連する専
門職種や組織と連携して社会に貢献できる専門家をめざ
す以下の人を歓迎する。

１．�次の２～５のいずれかに該当し、栄養学等の学士の
学位を有する人、または当該学士の学位と同等以上
の学力を有すると認められる人。

２．�食品と健康に高い科学的な関心をもち、大学院での

研究調査等に必要な学力を有している人。
３．�積極的に課題をみつけ食生活や医療の改善に意欲を
もつ人。

４．�高度専門職業人（実践に必要とされる豊富な知見を
もつ管理栄養士・臨床検査技師あるいは栄養教諭）
として人々の健康保持増進に貢献しようとする人。

５．�医療施設等において就業中の管理栄養士あるいは臨
床検査技師で、より高い論理能力を養いたい人。

栄養学研究科 ３つのポリシー
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本研究科を修了する時に、学生には以下の１～４の能
力が涵養されていることが学位授与の要件である。

１．�栄養学に基づいた疾病予防および健康増進に必要な
専門分野の高度な知識を修得して、課題を解決する
能力を有する。

２．�優れた人格・思考力・判断力を身につけ、管理栄養士・
臨床検査技師あるいは栄養教諭などとして社会の発

展と福祉に寄与できる高度な能力を有する。
３．�我が国の高齢社会に深い関心をもち、予防医学の知
識を使って患者および地域住民の栄養管理・栄養改
善に貢献でき、医療、食品製造、食育などの分野で
中核として活躍できる能力を有する。

４．�適切な栄養指導、栄養管理、栄養療法を実践できる
コミュニケーション能力をもち、医療従事者として
のモラルをもって信頼できる医療情報を提供できる。

栄養学研究科の 特 長

本研究科は、生化学・分子生物学・遺伝子工学・免疫学・
生理学・生物物理化学などバイオテクノロジー分野の最先
端技術を駆使しながら、医学・農学・家政学の領域をも包
括する新しい栄養学の分野を開拓・研究する過程において、
研究者の養成および高度専門職業人を養成することを目的
としています。その目的のため社会人入学制度を導入し、
管理栄養士、臨床検査技師等社会人として働いている人々
を大学院生として受け入れる体制を整えています。さらに
大学院生が臨床や栄養教育の現場で実務経験を積めるよう
に、臨床栄養研修、栄養教育研修の科目を設けています。
栄養教諭に関しては、必要科目を履修することにより栄養
教諭専修免許が取得できます。さらに大学院在籍中に科目
等履修をすることにより栄養教諭一種免許を取得する道も
あります。
研究組織は、栄養学研究に関する７つのグループからな
り、研究機器・設備は最新鋭のものが充実しており、研究
活動に関しては、国際学術雑誌に多くの成果が掲載され、
高く評価されています。１学年６名（収容定員12名）と
いう徹底した少数精鋭主義で、教員の丁寧な個別指導を受
けながら科学的なものの考え方・実験技術・データ解析力・
情報処理能力など、高度な研究能力を身につけることがで
きます。大学院修了後はさらに真理探求を目指して博士後
期課程に進学する者、公立機関や民間企業の研究所で研究
職に就く者、公務員、管理栄養士、臨床検査技師として活
躍する者などさまざまですが、いずれも本研究科で身につ
けた高度な専門性を生かした道を歩んでいます。

栄養学研究科のグループ
栄養・教育学　　　　　臨床栄養学　　　給食経営管理学
公衆栄養・衛生学　　　食品機能学　　　生理・生化学
臨床検査学

栄養教諭一種免許取得モデルケース
・�必要な単位が数単位のみの場合は他の研究をしながら科目
履修のみで資格を取得できる（人数制限の可能性があるの
で栄養教育担当教員に事前に問い合わせをして下さい）。
・�栄養教諭科目を履修していない者も栄養教育担当者であ
る専任教員の指導のもとに栄養教育の研究を行いながら
２年間で栄養教諭一種免許を取得できる。
＊�栄養教諭一種免許の取得要件：
　�学士の学位＋管理栄養士免許または管理栄養士養成課程
修了（＋栄養士）＋22単位（22単位を修士１年生で
修得し、修士２年生で教育実習）

社会人入学モデルケース
・�病院勤務者が臨床医である専任教員の指導のもとに所属
医療機関での仕事を栄養学研究（14単位）としてまとめ、
その成果を修士論文発表会で発表する。
・�食品会社勤務者が食品学専門の教員の指導のもとに企業
での仕事を栄養学研究（14単位）としてまとめ、その
成果を修士論文発表会で発表する。
・�健康福祉事務所（保健所）勤務者が公衆栄養学専門の教
員の指導のもとに所属機関での仕事を栄養学研究（14
単位）としてまとめ、その成果を修士論文発表会で発表
する。
�修士の認定を受けるには上記栄養学研究に加え以下の単
位を修得しなければなりません。

・�週１回程度夜間または土曜日に受講（２年間で８単位）
・�特別講義：学内での講演会や学会での講演会に参加し、
レポートを作成する。（２年間で２単位）
・�栄養学演習：大学での文献紹介、所属機関での勉強会に
参加し、発表するなど。（６単位）

 長期履修制度
標準修業年限は２年です。しかし、職業を有している方、
または家事、育児、長期介護等の事情により、標準修業年
限（２年）での教育課程の履修が困難な方を対象として、

標準修業年限を越えて計画的に履修し３年または４年で教
育課程を修了する長期履修制度を設けています。
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栄養学研究科 研究分野と内容

佐々木　康人
血栓形成の機序とその予防を主に実験動物を用いて
研究している。He-Ne�レーザーによって実験動物
や疾病モデル動物の脳血管に血栓を形成し、血栓形
成に及ぼす各種因子の解析を行っている。最近、話
題の多い一酸化窒素と性ホルモンの血栓形成に対す
る影響や脳の微小循環も研究している。

竹橋　正則
分子標的薬とは、ある特定の分子の働きを低分子化
合物や抗体によって制御する薬で、主にがんの個別
化医療に用いられている。種々の分子標的薬につい
て、その治療効果や副作用に関連する分子について
解析し、がんの個別化医療に役立てることを目指し
ている。これら分子標的薬の治療効果予測に利用で
きる新たなマーカーの同定と、治療効果改善に関わ
る分子の解析を行っている。また、これら分子標的
薬が正常な幹細胞に与える影響についても研究して
いる。

田中　清
骨粗鬆症に関する臨床研究。骨粗鬆症は骨折してか
ら治療するのではなく、骨折していなくても、リス
クが高まっていれば予防すべき、生活習慣病的疾患
である。このような観点から、骨粗鬆症患者におけ
る栄養調査・QOL（生活の質）調査・ADL（日常
生活動作）調査などを行い、多変量解析を用いてそ
れらの相互関係を解析し、予防戦略を検討している。

藤岡　由夫
動脈硬化の発症機序の解明と治療を目的として、脂
質異常症（特にリポ蛋白代謝異常）、高血圧症、メ
タボリックシンドロームの臨床および基礎研究を行
っている。そして循環器内科専門医指導医としての
経験を通じて、皆さんと一緒に病態を把握し、臨床
検査を理解し、医師や看護師とチームを組んで食事
療法が実践できるようになることを目指している。

水野　千恵
研究分野は調理科学と食育である。調理操作による
食品成分および食品機能性の変化に関する研究を以
下に示す内容を中心に、おいしさから健康へという
視点で研究を進めている。
１．炊飯水が米飯の性状と嗜好性に及ぼす影響
２．調理によるミネラル量の変化
３．調理に関する実態調査

南　久則
「消化管から見た健康・栄養」をメインテーマとして、
栄養素の吸収機構の栄養生化学的解明に取り組んで
いる。
①糖・アミノ酸・ペプチド吸収担体の調節
②食物アレルゲンの腸管透過機構
③腸内細菌叢の変動と疾患
④加齢に伴う消化吸収機能の変化
⑤炎症性腸疾患患者の栄養アセスメント

森脇　優司
専門分野／内分泌・代謝学（プリン代謝）
内分泌専門医・認定痛風医として、痛風患者にみら
れる脂質代謝異常を中心とした合併症の集積や、尿
酸とインスリン抵抗性や内臓性肥満の関連について
研究してきた。基礎面では、HPCL を用いたプリ
ン代謝関連酵素、プリン代謝産物などの測定法の開
発や、免疫組織学的手法を用いたプリン代謝関連諸
酵素の組織局在とその発現の調節・生理学的役割な
どを研究テーマとしている。最近は、フルクトース
モデルマウスを用いて、ポリフェノールのメタボリ
ックシンドローム・高尿酸血症に対する影響につい
て研究を進めている。

山下　　勉
微小循環の恒常性維持に関する種々の因子の影響に
ついて研究を行っている。基礎研究として血管発現
タンパク、血栓形成溶解の解析に実験的動物モデル
とイメージングによる画像解析を行っている。臨床
研究としては血小板療法における血小板機能検査に
ついて循環器系疾患を対象にその臨床応用の研究を
行っている。

石井　剛志
食品機能性成分、特に茶や果実などの植物性食品に
含まれるポリフェノールや食品タンパク質の機能性
を活かした食品開発を目指し、以下に示す内容を中
心に“食と健康”の視点から研究を進めている。
１．ポリフェノールの機能性発現機構の解析
２．渋味の発現機構と生理的意義の解明
３．食品機能や酸化ストレスの新規評価技術の開発
４．食品由来タンパク質・ペプチド素材の開発

太田　淳子
特定給食施設における人事管理（リーダーシップ）
に関する研究、要介護状態の高齢者に対する栄養・
食事管理に関する研究。
下肢筋力や食事評価によるロコモティブシンドロー
ム予防に関する研究を通し、高齢者の健康寿命の延
伸やQOLの向上を目指している。

大平　英夫
短鎖脂肪酸とは炭素数が２から６の脂肪酸を指し、
主要な構成物は酢酸、プロピオン酸、酪酸である。
中でも酪酸に焦点を当て、免疫細胞の応答に対する
変化、脂肪細胞の代謝に及ぼす効果、これらの作用
機序について基礎研究を行っている。
また、外部医療施設の協力の下、食事療法、栄養管
理の効果に対する観察研究も行っている。

坊池　義浩
研究項目／脊髄性筋萎縮症、輸血医療
１．�脊髄性筋萎縮症（spinal�muscular�atrophy：
SMA）の発症に関連する遺伝子群および重症
度を修飾する遺伝子群の研究；指定難病である
SMAは進行性の病気で、治療をしなければ病
状は進行し、全身の運動機能に大きな影響を及
ぼす。早期にSMAを発見・診断し、適切な治
療へ向かわせることを目指している。

２．�中小規模の医療機関における安全な輸血医療の
構築；輸血前検査・血液製剤の保管管理・重篤
な副作用の対処方法などの調査及び研究的支援
を行っている。

３．�女子駅伝競走部員のパフォーマンス向上への研
究的支援（予定）

吉村　征浩
食品成分の機能性に関する研究を行っている。特に
腸内細菌叢へ影響を与えうる成分に力を入れてい
る。腸内細菌叢は、宿主であるヒトの健康状態に深
くかかわっており、「腸内細菌叢の乱れ」は、生活
習慣病など様々な疾患の原因となっている。腸内細
菌叢の乱れを正常化することは、疾患の予防や治療
につながる可能性がある。そこで、様々な食品成分
が腸内細菌叢に与える影響を調べ、「腸内細菌叢の
乱れ」を整えることができる食品成分を発見し、実
験動物を利用した疾患モデルへの予防治療効果を調
べ、ヒトへの応用を目指している。

鈴木　大介
組織の恒常性維持に重要な役割を果たす幹細胞の異
常は、癌の発症や組織再生の低下に直結する。その
病態機序を理解するため、上皮系組織をモデルに、
幹細胞の正常機能に必要な分子機序の解明ととも
に、異常動態に関わる疾患機序について遺伝子工学
を用いて基礎研究に取り組んでいる。近年の主な課
題は以下の通りである。
１．�幹細胞因子 p63遺伝子の機能と発現を制御す
る機構解析　

２．�上皮性疾患の病態メカニズムに関わる研究
３．�自己免疫・アレルギー疾患を導く上皮幹細胞異
常の同定

田村　行識
糖尿病患者では、筋肉量減少や筋力低下、骨粗鬆症
など筋骨格系の異常が引き起こされる。私たちは、
健康長寿の実現のため、本病態の発症メカニズムの
解明と栄養学的予防法の確立を目的に基礎研究を行
っている。主な内容は以下の通りである。
１．�糖尿病性筋萎縮・骨粗鬆症に対する亜鉛摂取の
効果の解明

２．�筋と骨の機能維持における細胞内の亜鉛シグナ
ルの役割の解明

３．�筋と骨の機能異常が肥満・糖尿病の進展におよ
ぼす影響の解明

鳴海　愛子
食事摂取状況と心身の健康との関連について、食行
動・食知識・食態度と食事摂取状況との関連につい
て、様々な観点から栄養疫学研究を行っている。現
在取り組んでいる研究は以下の通りである。
１．�人間ドックのデータを活用した、生活習慣病予
防のための研究

２．�栄養表示を日本人の食生活向上のために効果的
に活用するための調査研究

３．�食品購入履歴を神戸市民の健康管理に活用する
ための、食事アセスメント法としての有用性と
健康度との関連の検討

松田　広一
ピリミジン代謝に関する研究：ラットをモデル生物
として、食餌組成の違いがピリミジン代謝に関わる
各種酵素遺伝子の発現制御に与える影響について検
討している。
微生物の薬剤耐性化機構に関する研究：環境要因（培
地組成、培養条件など）の変動が、腸内細菌を中心
とした各種微生物の薬剤耐性化に与える影響につい
て、分子生物学的な側面から検討している。

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

教　授

准教授

准教授

准教授

准教授

准教授

講　師

講　師

講　師

講　師



Kobe Gakuin University Graduate School 37

栄養学研究科 2021 年度授業科目一覧

栄養学専攻　修士課程
社会・環境と健康特殊講義※
生命倫理学特殊講義
人体の構造と機能特殊講義Ⅰ
人体の構造と機能特殊講義Ⅱ
人体の構造と機能特殊講義Ⅲ
人体の構造と機能特殊講義Ⅳ
人体の構造と機能特殊講義Ⅴ※
食べ物と健康特殊講義Ⅰ
食べ物と健康特殊講義Ⅱ※
食べ物と健康特殊講義Ⅲ
食べ物と健康特殊講義Ⅳ
食べ物と健康特殊講義Ⅵ※
基礎栄養学特殊講義
�応用栄養学特殊講義Ⅰ（ライフステージ別栄養）
�応用栄養学特殊講義Ⅱ（スポーツ栄養）※

臨床栄養学特殊講義Ⅰ（生活習慣病）
臨床栄養学特殊講義Ⅱ（栄養障害）※
栄養教育論特殊講義
公衆栄養学特殊講義（行政分野）
給食経営管理学特殊講義
臨床検査総論特殊講義
臨床検査医学総論特殊講義
臨床生理学特殊講義
臨床化学特殊講義
病理組織細胞学特殊講義
臨床血液学特殊講義
臨床微生物学特殊講義
臨床免疫学特殊講義
保健医療福祉学特殊講義
臨床栄養研修Ⅰ
臨床栄養研修Ⅱ

臨床栄養研修Ⅲ
臨床栄養研修Ⅳ
栄養教育研修Ⅰ
栄養教育研修Ⅱ
栄養教育研修Ⅲ
栄養教育研修Ⅳ
特別講義
栄養学演習
栄養学研究
研究指導

※�については、2021年度は開講し
ておりません。
◎ �2022年度開講科目は変更される
可能性があります。
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食品薬品総合科学研究科
◆食品薬品総合科学専攻　博士後期課程

○食品薬品総合科学研究科の理念
食品薬品総合科学研究科は、「真理愛好、個性尊重」と
いう本学の建学の精神に則り、「栄養学」、「薬学」分野に
おける多様な基礎的、応用的、先進的研究を推進して真
理探究に努めるとともに、学生の個性を尊重しつつ、社
会のニーズに応える高度な専門教育を展開する。

○食品薬品総合科学研究科の目的
食品薬品総合科学研究科は、栄養学、薬学などの領域
で所定の課程を修めた者に対して、さらに高度な栄養、
食品、薬品、医療の分野に関する総合的研究を行うため
に必要な創造的能力の育成を図るとともに、グローバル
な学術水準の向上に貢献し、併せて国民の健康の保持増
進に貢献し得る高度専門職業人の養成を目的としている。

食品薬品総合科学研究科 理念・目的

食品薬品総合科学研究科では教育者・研究者もしくは
実践の場で高度な専門職業人を養成するための知識・技
能を修得できるようカリキュラムを編成している。栄養、
食品、薬品、医療の分野に関して、基礎科学から応用科学、
臨床栄養学に至る５専門分野から６単位以上選択して高

度専門知識を修得し、研究実施能力等を向上するために
演習４単位（必修科目）を履修する。指導教員と副指導
教員による複数指導体制のもとで、選択科目の選定をし、
研究報告を作成する。

栄養、食品、薬品、医療の分野での高度な専門家として、
大学などの教育機関、保健機関、食品・薬品等の製造業
の研究機関、その他マスメディアなどでの啓発活動等に
おいて活躍できる人材を養成する。この教育目標に沿う
以下の人の入学を希望する。

１．�次の２～６のいずれかに該当し、且つ修士の学位を
有する者。または、これと同等以上の学力を有する
と認められる者。

２．�管理栄養士の資格を活かして、臨床、食育、行政の
現場などにおいて生活習慣病の改善（一次予防）や
健康寿命の延長を図るなど人々の健康増進に貢献し
ようとする人。

３．�薬剤師・臨床検査技師などの資格を活かして、高度
医療活動を通じた健康増進に国内外で貢献しようと
する人。

４．�最先端の生命科学の技術や方法論を駆使して、独創
的な基礎研究や有益な新規栄養機能食品の開発など
の応用研究を目指したい人。

５．�大学などの教育機関で、栄養、食品、薬品、医療の
分野で教育研究職を希望する人。

６．�栄養、食品、薬品、医療の分野に関する諸現象を理
論的に解釈し、人々の健康や福祉に貢献したい人。

食品薬品総合科学研究科 ３つのポリシー
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栄養、食品、薬品、医療の分野に関して、最先端の高
度な知識を修得し、研究対象や研究方法を自ら見出し、
展開する研究遂行能力を獲得していることが、学位授与
の要件である。栄養学と薬学の境界領域での斬新な発想、

論理的な思考によって社会の発展と科学の進歩に貢献で
き、さらに国際的に活動できる能力を身につけたオピニ
オンリーダーになることが必須である。

食品薬品総合科学研究科の 特 長

本研究科は、栄養学、薬学もしくは関連学問分野の修士
課程を修了した者が専門諸分野に立ってさらに高度の食
品・薬品に関する基礎・応用科学の学際的総合研究を行う
のに必要な創造的能力の育成を計り、もって学術水準の向
上と国民の健康の保持増進に寄与することを目的とした後
期３年のみの博士課程大学院である。
本研究科は、学生が修士課程の専攻を修了後、さらにそ
の専攻をより深化しつつ、またそれを基盤として食品・薬
品に関する斬新な発想、合理的な思考によって社会の発展
と科学の進歩に貢献できる研究対象並びに方法論を自ら見
出し、展開することにより有益で独創的な研究を完成する
ことを期待している。
本研究科は、食品、薬品の基礎から応用、臨床に跨る５
専門分野：１）基礎食品薬品科学（栄養学、生理学、生化
学、分子生物学、薬品分析学など、食品学、栄養学および
薬学に関する基礎的な学問分野を扱う）、２）資源学（給
食経営管理学、調理学、食品安全管理学、生薬・天然物化
学、医用バイオテクノロジーなど、食品や医薬品素材の加
工・管理技術に関する専門分野を扱う）、３）活性構造化
学（食品化学、食品機能学、有機薬化学、医薬品分子解析
設計、創薬化学など、食品や医薬品の開発・利用に関する
専門分野を扱う）、４）衛生学（公衆栄養・衛生学、衛生

化学、細胞機能解析学など、食品や医薬品の安全・適正利
用に関する専門分野を扱う）、５）臨床栄養学（栄養管理学、
医療栄養学、臨床検査学、病態生理学など、臨床医療への
適用・評価に関する専門分野を扱う）からなる大講座制を
とっている。
学生は、いずれかの大講座に所属し、その専門分野の開
講科目を中心に、必要な科目を履修して広く食品・薬品に
関する専門知識、技術を身につけるとともに、その大講座
の特定の指導教員（１名）に師事して研究を行い、その成
果を持って学位論文を作成する。また、学生は、その研究
遂行過程で必要に応じて所属大講座や他の大講座の関連研
究分野教員の研究指導や協力を仰ぐことができ、それによ
って自分の研究を固定概念に捉われない斬新な発想のもと
に展開・発展させることが可能である。
本研究科での幅広い講義・演習・研究活動を通じて、学
生は食品、医薬品に関する課題を総合的視野に立って扱う
ことのできる専門的能力を養うことになる。また、結果と
して人間性豊かで高度な情報処理能力と研究遂行能力、国
際的活動能力を身につけることになり、健康と福祉に力点
をおいた社会変革と生命科学の急速な進歩に適合し、自立
できる研究者、社会のオピニオンリーダーに成長して行く
ことになると考えている。

 長期履修制度
標準修業年限は３年です。しかし、職業を有している方、
または家事、育児、長期介護等の事情により、標準修業年
限（３年）での教育課程の履修が困難な方を対象として、

標準修業年限を越えて計画的に履修し４年、５年または６
年で教育課程を修了する長期履修制度を設けています。

 

食品薬品総合科学研究科 2021 年度授業科目一覧

食品薬品総合科学専攻　博士後期課程
基礎食品薬品科学
栄養学特殊講義
栄養教育学特殊講義※
生理学特殊講義
生化学特殊講義
分子生物学特論
薬力学特論※
細胞療法学
薬品分析学特論
資源学
給食経営管理学特殊講義
調理学特殊講義※
食安全管理学特殊講義※

生薬・天然物化学特論※
医用バイオナノテクノロジー※
活性構造化学
食品栄養学特殊講義
有機薬化学特論※
薬化学特論※
創薬化学特論※
衛生学
公衆栄養・衛生学特殊講義
細胞機能解析学
衛生化学特論※
臨床栄養学
臨床栄養学特殊講義※
医療栄養学特殊講義

臨床検査学特殊講義
医療情報学特論※
病態生理学特論※
特別講義
生命倫理学特殊講義
医療システム特論※
演習
研究指導

※�については、2021年度は開講し
ておりません。
◎ �2022年度開講科目は変更される
可能性があります。
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薬学研究科
◆薬学専攻　博士課程

○薬学研究科の理念
薬学研究科は、本学の建学の精神「真理愛好・個性尊重」
に則り、医療薬学を中心とした知の探求と技術の創造に
努め、他者の個性と存在を尊びつつ協同し、医療薬学の
発展を担いうる人材の養成をもって、人々の健康と生活
の質の向上に貢献する。

○薬学研究科の目的
薬学研究科は、薬学領域の高度な知識・技能・研究能
力を国際的視野に立って深め、臨床薬学的研究を行う高
度な能力を持った優れた専門職業人の養成、ならびに薬
学研究の高度な実践能力を身につけた医療薬学の教育・
研究を担う優れた人材の養成を目的とする。

薬学研究科 理念・目的

薬学研究科が受け入れ養成したい人材像は、より高度
の専門性と研究能力を身につけることに意欲を持つ医療
人であり、以下の３点が挙げられる。

①�薬学領域の高度な知識・技能・研究能力を深め、薬物
治療における臨床的課題を正しく理解し、その改善・
解決を行うための臨床薬学的研究を行う能力を持った
人材の養成
②�国内外の医薬品開発における基礎から臨床応用への先
進的研究動向を正しく理解し、それを研究実践の中に
取り入れることによって先端的な研究方法論を修得し、
それを基礎として優れた医薬品の臨床開発や評価に役
立てることができる人材の養成
③�国際的視野に立った高度の薬学研究の実践能力を身に
つけることによって、大学などの教育機関において教

育・研究を担うことができる人材の養成

薬学研究科は、上記の教育目標を達成するために、次
のような特徴を有する授業科目を配置する。

①�専門講義科目は、臨床薬学分野において重要であると
考えられる８科目（医薬品分子設計解析学、分子薬理学、
医薬品ナノテクノロジー、予防薬学、処方解析学、個
別化治療設計学、医薬品安全性評価学、先進医療薬学）
で構成する。これによって、専攻領域の専門知識を深め、
最新の研究動向を集中的に理解するとともに、臨床薬
学研究を多面的視野から把握できる能力を養う。
②�薬学演習は、個別演習（指導教員の指導のもとに、研
究室での研究論文抄読、研究会・学会などへの発表準備、
学術論文の作成指導などを受ける）ならびに合同演習

薬学研究科は、国内外の臨床薬学分野において活躍で
きる、高度の専門性と研究者としての高い能力をもった
臨床薬剤師、医薬品開発研究者および教育者などの養成
を目指している。よって、次のような学生の入学を期待
する。

①�医療人として、優れた疾病治療に貢献することに強い
意欲をもつ者
②�薬学の高度の専門性と研究能力を身につけ、将来、高
度専門職業人として活躍することを希望する者
③�他者と連携を保ち、共同し、問題解決に努力し、リー
ダーとなりうる者

薬学研究科 ３つのポリシー
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（研究科が定期的に開催する研究発表会において、研究
計画・研究進捗の発表を行う）で構成する。これによ
って、自立した薬系研究者へと将来成長するために必
要な基礎素養を高める。
③�薬学研究は、研究計画・研究実践に対して指導教員の
直接的指導のみならず、他の研究科専任教員による直
接・間接のアドバイスを提供し、研究科全体で指導に
あたる体制を取る。これによって、自己の研究課題の
位置づけを明確にし、その成果や意義を専攻領域の研

究分野にとどまらず、臨床薬学全般にわたる広い視野
で議論できる能力を養う。
④�臨床薬学研修は、選択科目として、神戸市立医療セン
ター中央市民病院の協力のもとに、同病院の施設内で
行われる臨床薬学実務研修である。病院薬剤部及び病
院各科で行われる各種研修やカンファレンスへの参加
を通じて、臨床薬剤師として必要な基礎知識と態度を
学び、その中から臨床薬学研究における課題を理解す
る機会を提供する。

薬学研究科は、以下の要件の充足をもって、薬学研究
科人材育成の目的を達成したとみなし、学位を授与する。

①以下の授業科目について所定の単位を修得する。
科目区分 科目区分毎の要件 卒業要件
講義科目 ６単位以上を修得 合計30単位以上を修得
薬学演習 ８単位以上を修得
薬学研究 16単位以上を修得

②�博士論文の審査と口頭試験に合格する。課程修了の際、
薬学領域の高度な知識と技能、優れた態度、国際的視
野に立った高度の薬学研究の実践能力を身につけてい
るかどうかも考慮される。
③規定の学術論文発表数を充足する。
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薬学研究科の 特 長

 設置の趣旨
（１）学部及び大学院の沿革と目的
神戸学院大学薬学部は、1972年（昭和 47年）４月
に薬学科（入学定員60名）と生物薬学科（入学定員60名）
の２学科をもって開設されました。薬学科は「医薬品の管
理者として医師に協力し得る薬剤師」、また、生物薬学科
は「医薬品の開発並びに生物学的試験及び公衆衛生の各分
野で活躍できる薬学技術者」の養成を教育の目標としまし
た。そして1976年（昭和51年）には、薬学部を基礎
とする大学院薬学研究科修士課程薬学専攻を開設し、医薬
品の研究開発に当たる人材の育成、あるいは優れた臨床薬
剤師の育成を進め、多くの修士修了生を製薬企業・病院・
薬局そして地方自治体に送り出してきました。その後、医
薬分業化やチーム医療の拡大から、社会の期待する薬剤師
職能が大きく変化するに伴い、医療により近い臨床薬学研
究や、高度の薬剤師職能を臨床の場で活かすことを希望す
る大学院進学希望者が増加しました。このような期待に応
えるため、本学は2004年（平成16年）４月に、それ
まで１専攻であった薬学研究科の中に、医療薬学専攻を開
設するに至りました。
これとは別に、大学院薬学研究科は 1979 年（昭和
54年）、既に本学に開設されていた大学院栄養学研究科
と協力して、博士課程のみの食品薬品総合科学研究科を開
設しました。食品薬品総合科学研究科は、大学院設置基準
第４条５に基づいて設置した後期３年課程のみの博士課程
です。食品薬品総合科学研究科は、薬学あるいは栄養学、
もしくは関連する分野の大学院研究科修士課程を修了した
者を、更にこれら専門分野あるいは学際領域において高度
の研究能力を発揮する高度職業人へと育てることを教育研
究の目的として設置されたものです。実際に2009年度
（平成21年度）まで、本学の薬学研究科修士課程修了者
及び他大学出身者を合わせて、32名に博士（薬学）の学
位を授与してきました。

（２）�食品薬品総合科学研究科博士後期課程の改組と薬学
研究科博士課程の開設について

2006年度（平成18年度）からの新薬学教育制度に
おいて、本学薬学部は創設来の基本理念“医療のニーズに
応えうる問題解決能力を持った優れた薬剤師の養成”に基
づき、６年制課程のみの薬学部として新たにスタートしま
した。これにより、大学院薬学研究科修士課程は2010
年度（平成２年度）より学生募集を停止しました。６年制
の薬学部を基礎とする大学院博士課程の目指すところは、
「医療の現場における臨床的な課題を対象とする研究領域
を中心とした高度な専門性や優れた研究能力を有する薬剤
師等の養成に重点をおいた臨床薬学・医療薬学に関する教
育研究を行うことを主たる目的とする。」（文部科学省通知：

薬学系人材養成の在り方に関する検討会第一次報告、平成
21年３月）であります。このような教育研究目的は、本
学が既に設置していた大学院博士課程である食品薬品総合
科学研究科の薬学領域のうち、臨床薬学関連分野が目指し
てきた「高度な研究能力を有する薬剤師の育成」に相当す
るものです。そこで本学は、現在の食品薬品総合科学研究
科博士後期課程が担ってきた臨床薬学領域の教育研究を、
６年制の薬学教育を基礎とした大学院博士課程が担うとの
方針を決定しました。すなわち、既設の大学院食品薬品総
合科学研究科博士後期課程を改組し、その薬学分野の医薬
品の基礎研究や創製に関する教育研究領域は食品薬品総合
科学研究科が継続して担い、臨床薬学分野での高度な研究
能力を有する薬剤師の養成にかかる領域を、薬学部６年制
課程を基礎として設置する大学院研究科博士課程（修業年
限４年）が担うこととしました。

（３）薬学研究科博士課程で養成したい人材
2002年（平成14年）８月に出された中央教育審議
会答申「大学院における高度専門職業人の養成について」
では、高度専門職業人養成に対する社会的要請に関して、
『特定の職業の実務に就いたり、職業資格を取得する者の
養成についてのみならず、既に職業に就いている者や資格
を取得している者が、更に高度の専門的知識や実務能力を
修得できる継続教育、再教育の機会の提供に対するものも
含め、様々な分野で高まってきている。我が国におけるこ
うした高度専門職業人養成に対する課題と期待に適切に応
えていくためには、特定の職業等に従事するうえで必要と
なる高度の専門的知識の修得や能力の育成等の実践的な教
育を充実させることが極めて重要である。』としています。
このことは、薬学系高度専門職業人の養成においても、既
に職業人として薬剤師実務に従事する者への教育機会を大
学院として提供することが、薬学の社会的責任において大
切であるとの指摘であります。このような観点に立って、
本研究科は次のような人材養成を目指します。
①�薬学領域の高度な知識・技能・研究能力を深め、薬物治
療における臨床的課題を正しく理解し、その改善・解決
のための臨床薬学的研究を行う能力を持った高度な専門
職業人の養成。
②�国内外の医薬品開発における基礎から臨床応用への先進
的研究動向を正しく理解し、それを研究実践の中に取り
入れることによって先端的な研究方法論を修得し、それ
を基礎として優れた医薬品の臨床開発や評価に役立てる
ことができる研究者の養成。
③�国際的視野に立った高度の薬学研究の実践能力を身につ
けることによって、大学等の教育機関において教育・研
究を担うことができる人材の養成。

1
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 教育・研究及び教育課程編成の特色
本研究科の授業科目は、講義、薬学演習、薬学研究及び
臨床薬学研修からなります。これらの科目の中で、講義科
目は、臨床薬学分野の高度な知識や技能に関する最新の内
容を取り上げ、それぞれの領域を専門とする教育者・研究
者が担当します。
本研究科で養成される人材が、将来、高度の専門性を持
った臨床薬剤師や医薬品開発の専門家として自立した研究
活動を実践できるように、薬学演習は、研究計画の立案、
研究論文の読解、学術論文への研究発表方法、学会での研
究発表や質疑応答の方法等、学生が研究を自律的に行うう
えで必要な基本技能を高めるよう、指導教員のみならず研
究科教員の全員が協働して教育に当たります。
薬学研究では、学生が将来に研究者として自立できるよ
う、指導教員、副指導教員の複数教員による研究指導を基
本に、その他の研究科専任教員も学生の研究活動を側面か
ら支援することによって、研究科全体で学生を育てるとい
う態勢を取ります。また将来の進路として高度の専門性を
持った臨床薬剤師を目指す意欲のある学生は、研究科に協
力する神戸市立医療センター中央市民病院での臨床薬学研
修を選択し、６年制薬学教育における実務実習を超えた内
容の研修を経験することによって、臨床薬学的視点で研究

課題を捉えることが可能になります。このような教育プロ
グラムによって、本研究科の目指す人材養成を行いたいと
考えています。
本研究科の特色の一つは、神戸市立医療センター中央市
民病院、及び理化学研究所分子イメージング科学研究セン
ターの協力による教育・研究にあります。これら機関の協
力により、以下の特色ある教育・研究が行えると考えてい
ます。
（１）�研究科は、臨床薬学研究を積極的に進めている臨床

現場と共同研究体制を組みます。この共同研究体制
の中で、学生は臨床現場における医療従事者を対象
とした基本研修を受け、これにより研究課題を臨床
薬学的視点で理解することが可能となります。（神戸
市立医療センター中央市民病院との共同研究と臨床
薬学研修による教育協力）

（２）�研究科は、医薬品の体内動態・薬力学的評価に先端
的研究を展開する研究機関と共同研究体制を組み、
その中で学生は当該機関の研究者から研究指導を受
ける機会を得ます。（理化学研究所分子イメージング
科学研究センター）

2

 カリキュラム
（１）教育方法
本研究科が受け入れ養成したい人材には、より高度の専
門性と研究能力を身につけることに強い意欲を持った社会
人（薬剤師）が含まれます。そのため、このような社会人
学生に対して、一般学生と同等の教育機会を提供すること
は研究科にとって重要であり、この点を工夫した教育方法
を考えています。
研究科の授業科目は、講義科目、薬学演習、そして薬学
研究から構成されます。講義科目は、臨床薬学分野におい
て重要であると考えられる８科目で構成し、学生はこれら
のうちから少なくとも６科目以上の修得を求められます。
これによって、専攻領域の専門知識を深め、最新の研究動
向を集中的に理解するとともに、臨床薬学研究を多面的視
野から把握することが可能です。また、各学年の前期・後
期ともに土曜午後１時45分～３時15分、３時30分～
５時00分とし、社会人学生の受講が可能な時間帯に開講
します。
薬学演習は、自立した臨床薬学の研究者へと将来成長す
るために必要な基礎素養を高めることを目的としていま
す。そのため、次のような教育を含んでいます。
①�研究科が定期的に開催する研究発表会において、研究計
画・研究進捗の発表を行います。研究発表会は土曜日の午
後に開催し、社会人学生の出席が可能な時間帯とします。
②�指導教員の指導のもとに、研究室での研究論文抄読、研
究会・学会等への発表準備、学術論文の作成指導を受け
ます。
薬学研究では、学生が与えられた研究課題に主体的に取

り組むことに重点を置きます。学生の指導教員は、学生の
研究計画・研究実践に対して直接の指導を行いますが、他
の研究科専任教員についても上記の薬学演習を通して、直
接・間接にアドバイスを提供します。少人数の学生である
ことを活かし、指導教員のみならず、研究科全体で学生指
導に当たることを基本にした教育態勢を取ります。
臨床薬学研修では、学生は神戸市立医療センター中央市
民病院において、１年次生の６ヶ月間、医療ならびに薬剤
実務等に関する研修を受けます。この研修の履修者につい
ては、学生の選択希望と指導教員の了承のもとに研究科が
決定します。但し、病院薬剤師を現職とする社会人学生に
ついては、勤務する病院での業務状況等の内容から、本科
目と同等以上の内容を持つと研究科が判断した場合、単位
として認定することができるものとします。

（２）履修科目・履修指導・研究指導等
１）授業科目
授業科目は、講義１単位、薬学演習２単位、薬学研究４
単位、臨床薬学研修２単位からなります。
２）履修方法
合計30単位以上の修得が修了単位です。
　①講義科目から６科目以上を修得する。
　②薬学演習Ⅰ～Ⅳを全て修得する。
　③薬学研究Ⅰ～Ⅳを全て修得する。
　④臨床薬学研修は自由科目とする。
３）授業形式
講義は単独の教員、あるいは複数担当教員によるオムニ

3
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バス方式とします。
４）履修指導
社会人学生においても、一般学生と同等に夜間及び土曜
日に履修が可能であり、また、薬学研究についても、指導
教員の指導のもとに、勤務先病院等の了解を得ながら、研
究準備と研究調査等が可能であることから、一般学生の履
修モデルと同じであると考えられます。この点を含めて、
履修指導については、以下のように行います。
①�大学院に進学を希望する者は、大学ホームページから
研究科教員の研究分野を確認することができます。受
験前に大学院担当事務窓口に連絡し、研究科教授の中
から希望する指導教員を選び、その研究内容の説明を
受けた後に、指導教授を決定します。
②�履修指導は、指導教員ならびに研究科の教務担当委員
の教員が行います。
　ａ�　講義科目の履修は、できるだけ２年次までに修了
に必要な単位数を修得し、３年次以降は薬学研究に
専念できるよう指導します。

　ｂ�　薬学演習ならびに薬学研究は、原則として１～４
年次の学年ごとに配当された単位を修得します。

　ｃ�　科目の担当責任教員は、学期ごとに学生の理解度
や学修進行状況を一定の評価基準に基づいて評価
し、成績を教務事務室に提出します。成績は、教務
事務室より学生に通知されます。

５）研究指導
薬学研究における指導教員は、学生の入学が確定した後
に、研究科委員会において決定します。副指導教員１名は、
薬学研究科専任教員の中から、指導教員の推薦と候補者の

内諾のもとで研究科委員会が決定します。
薬学研究における研究課題は、入学時に指導教員の指導
のもとに決定します。指導教員は、研究課題に沿った研究
に必要な指導を行い、博士論文作成の指導を行います。副
指導教員は、指導教員の要請に基づいて学生に必要な研究
指導を行います。学生は、１年次前期に研究課題に関係す
る文献調査を行い、指導教員の指導のもとに具体的な研究
計画を立案し（薬学研究Ⅰ）、研究科が定期的に開催する
研究発表会で発表します（薬学演習Ⅰ）。学生は、１年次
後期から半期ごとに研究の進捗状況を研究発表会で報告
し、指導教員以外の研究科教員からも適切な研究アドバイ
スを受ける機会を持ちます（薬学演習Ⅰ～Ⅳ）。学生は、
４年次前期までに研究課題に関する文献研究、実験、調査
研究等を実施し、それらデータをまとめます（薬学研究Ⅰ
～Ⅳ）。指導教員は、学生の研究進捗状況を把握したうえで、
学会・研究会等での発表を奨励し、発表に必要な準備につ
いて指導を行います（薬学演習Ⅰ～Ⅳ）。指導教員が学術
雑誌への発表が可能なレベルであると判断した場合は、学
生による研究論文執筆と投稿を指導します（薬学演習）。
指導教員は、学生の研究進捗状況にあわせて、博士論文の
作成の指導を行い、４年次後期の学位論文提出、口頭発表、
ならびに口頭試験に向けた準備を指導します（薬学演習Ⅳ、
薬学研究Ⅳ）。
６）修了要件
本研究科に４年以上在学し、所定の単位を取得し、且つ
必要な研究指導を受けたうえで博士論文の審査と口頭試験
に合格することを修了要件とします。

 長期履修制度
標準修業年限は４年です。しかし、職業を有している方、
または育児、長期介護等の事情により、標準修業年限（４
年）での教育課程の履修が困難な方を対象として、標準修

業年限を超えて計画的に履修し、最長８年まで教育課程を
修了する長期履修制度を設けています。

4
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薬学研究科 2021 年度授業科目一覧

薬学専攻　博士課程
医薬品分子設計解析学※
分子薬理学※
医薬品ナノテクノロジー※
予防薬学※
処方解析学
個別化治療設計学
医薬品安全性評価学
先進医療薬学
臨床薬学研修
薬学演習Ⅰ
薬学演習Ⅱ
薬学演習Ⅲ
薬学演習Ⅳ
薬学研究Ⅰ
薬学研究Ⅱ
薬学研究Ⅲ
薬学研究Ⅳ

※�については、2021年度は開講し
ておりません。
◎ �2022年度開講科目は変更される
可能性があります。
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■納入金（2021年度参考）
� （単位　円）

研 究 科　

納入時期
　費　目

法学研究科・経済学研究科 人間文化学研究科 心理学研究科

入 学 時 1 � 年 次
後 期

2 � 年 次
以 降 年 額 入 学 時 1 � 年 次

後 期
2 � 年 次
以 降 年 額 入 学 時 1 � 年 次

後 期
2 � 年 次
以 降 年 額

入　学　金 200,000 ― ― 200,000 ― ― 200,000 ― ―
学
費
授 業 料 198,000 198,000 396,000 198,000 198,000 396,000 270,000 270,000 540,000
施設設備維持充実費 55,000 55,000 110,000 55,000 55,000 110,000 90,000 90,000 180,000

委

託

徴

収

金

学 会 入 会 金 1,000 ― ― 1,000 ― ― ― ― ―

学 会 費
※１ 5,000 ― ― 4,000 ― ― ― ― ―
※ 2 7,500 ― ― 6,000 ― ― ― ― ―

学 会 終 身 会 費 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
同窓会費予納金 30,000 ― ― 30,000 ― ― 30,000 ― ―
学 生 教 育
研 究 災 害
障害保険料

※１ 1,750 ― ― 1,750 ― ― 1,750 ― ―
※ 2 2,600 ― ― 2,600 ― ― 2,600 ― ―

小 計
※１ 37,750 ― ― 36,750 ― ― 31,750 ― ―
※ 2 41,100 ― ― 39,600 ― ― 32,600 ― ―

　合　　　計　
※１ 490,750 253,000 506,000 489,750 253,000 506,000 591,750 360,000 720,000
※ 2 494,100 253,000 506,000 492,600 253,000 506,000 592,600 360,000 720,000

　年　　　額　
※１ 743,750 506,000 742,750 506,000 951,750 720,000
※ 2 747,100 506,000 745,600 506,000 952,600 720,000

� （単位　円）
研 究 科　

納入時期
　費　目

総合リハビリテーション学研究科
栄養学研究科

医療リハビリテーション学専攻 社会リハビリテーション学専攻

入 学 時 1 � 年 次
後 期

2 � 年 次
以 降 年 額 入 学 時 1 � 年 次

後 期
2 � 年 次
以 降 年 額 入 学 時 1 � 年 次

後 期
2 � 年 次
以 降 年 額

入　学　金 200,000 ― ― 200,000 ― ― 200,000 ― ―
学
費
授 業 料 253,000 253,000 506,000 225,500 225,500 451,000 231,000 231,000 462,000
施設設備維持充実費 77,000 77,000 154,000 71,500 71,500 143,000 77,000 77,000 154,000

委

託

徴

収

金

学 会 入 会 金 1,000 ― ― 1,000 ― ― ― ― ―

学 会 費
※１ 2,000 ― 2,000 2,000 ― 2,000 ― ― ―
※ 2 2,000 ― 2,000 ― ― ― ― ― ―

学 会 終 身 会 費 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
同窓会費予納金 30,000 ― ― 30,000 ― ― 30,000 ― ―
学 生 教 育
研 究 災 害
障害保険料

※１ 1,750 ― ― 1,750 ― ― 1,750 ― ―
※ 2 2,600 ― ― ― ― ― ― ― ―

小 計
※１ 34,750 ― 2,000 34,750 ― 2,000 31,750 ― ―
※ 2 35,600 ― 2,000 ― ― ― ― ― ―

　合　　　計　
※１ 564,750 330,000 662,000 531,750 297,000 596,000 539,750 308,000 616,000
※ 2 565,600 330,000 662,000 ― ― ― ― ― ―

　年　　　額　
※１ 894,750 662,000 828,750 596,000 847,750 616,000
※ 2 895,600 662,000 ― ― ― ―

� （単位　円）
研究科
納入時期

　費　目

食品薬品総合科学研究科 薬学研究科

入 学 時 1 � 年 次
後 期

2 � 年 次
以 降 年 額 入 学 時 1 � 年 次

後 期
2 � 年 次
以 降 年 額

入　学　金 200,000 ― ― 200,000 ― ―
学
費
授 業 料 253,000 253,000 506,000 253,000 253,000 506,000
施設設備維持充実費 77,000 77,000 154,000 77,000 77,000 154,000

委

託

徴

収

金

学 会 入 会 金 ― ― ― 1,000 ― ―

学 会 費
※１ ― ― ― ― ― ―
※ 2 ― ― ― ― ― ―

学 会 終 身 会 費 ― ― ― 25,000 ― ―
同窓会費予納金 30,000 ― ― 30,000 ― ―
学 生 教 育
研 究 災 害
障害保険料

※１ ― ― ― ― ― ―
※ 2 2,600 ― ― 3,300 ― ―

小 計
※１ ― ― ― ― ― ―
※ 2 32,600 ― ― 59,300 ― ―

　合　　　計　
※１ ― ― ― ― ― ―
※ 2 562,600 330,000 660,000 589,300 330,000 660,000

　年　　　額　
※１ ― ― ― ―
※ 2 892,600 660,000 919,300 660,000

（注）�１．�2022年度は金額が変更される場合がありますので、合格通知書とともに送付される書類を参照してく
ださい。在学期間中に消費税（復興税等別名称のものを含む）の増税が行われた場合は、増税率の範囲
内において学費（授業料および施設設備維持充実費）を改定することがあります。

� ２．�本学学部卒業者（卒業見込み者）ならびに本学大学院に在籍したことのある者については、入学金お
よび同窓会費予納金を免除します。また、その在籍中に所属していた学会に所属する場合は、入会金
（薬学研究科においては入会金および学会終身会費）を免除します。

� ３．�総合リハビリテーション学研究科の学会費は１年分です。

※１�は、法学研究科・経済学研究科・人
間文化学研究科・心理学研究科・総
合リハビリテーション学研究科・栄
養学研究科「修士課程」の金額です。

※２�は、法学研究科・経済学研究科・人
間文化学研究科・心理学研究科・総
合リハビリテーション学研究科医療
リハビリテーション学専攻・食品薬
品総合科学研究科「博士後期課程」、
薬学研究科「博士課程」の金額です。
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学生教育研究災害傷害保険料を入学時に次のとおり徴収します。

１．法学研究科、経済学研究科、人間文化学研究科、心理学研究科、総合リハビリテーション学研究科
⑴　修士課程　1,750円
⑵　博士後期課程　2,600円
２．栄養学研究科　1,750円
３．薬学研究科　3,300円
４．食品薬品総合科学研究科　2,600円

長期履修制度の学費については、次のとおりとします。

１．法学研究科修士課程
⑴　法学専攻・国際法学専攻　３年修学
　　338,000円（授業料264,000円、施設設備維持充実費74,000円）
　　ただし、２年目および３年目は、337,000円（授業料264,000円、施設設備維持充実費73,000円）
２．経済学研究科修士課程
⑴　経済学専攻・経営学専攻　３年修学
　　338,000円（授業料264,000円、施設設備維持充実費74,000円）
　　ただし、２年目および３年目は、337,000円（授業料264,000円、施設設備維持充実費73,000円）

３．人間文化学研究科修士課程
⑴　人間行動論専攻・地域文化論専攻　３年修学
　　338,000円（授業料264,000円、施設設備維持充実費74,000円）
　　ただし、２年目および３年目は、337,000円（授業料264,000円、施設設備維持充実費73,000円）

４．心理学研究科修士課程
⑴　心理学専攻　３年修学
　　480,000円（授業料360,000円、施設設備維持充実費120,000円）

５　総合リハビリテーション学研究科
⑴　修士課程
　ア　医療リハビテーション学専攻　３年修学
　　　�440,000円（授業料338,000円、施設設備維持充実費102,000円）
　　　ただし、２年目および３年目は、440,000円（授業料337,000円、施設設備維持充実費103,000円）
　イ　医療リハビテーション学専攻　４年修学
　　　330,000円（授業料253,000円、施設設備維持充実費77,000円）　
　ウ　社会リハビテーション学専攻　３年修学
　　　396,000円（授業料301,000円、施設設備維持充実費95,000円）
　　　ただし、３年目は、396,000円（授業料300,000円、施設設備維持充実費96,000円）
　エ　社会リハビテーション学専攻　４年修学
　　　297,000円（授業料226,000円、施設設備維持充実費71,000円）
　　　ただし、３年目および４年目は、297,000円（授業料225,000円、施設設備維持充実費72,000円）
⑵　博士後期課程
　ア　医療リハビテーション学専攻　４年修学　
　　　495,000円（授業料380,000円、施設設備維持充実費115,000円）　
　　　ただし、３年目および４年目は、495,000円（授業料380,000円、施設設備維持充実費115,000円）
　イ　医療リハビテーション学専攻　５年修学
　　　396,000円（授業料304,000円、施設設備維持充実費92,000円）　
　　　ただし、４年目および５年目は、396,000円（授業料303,000円、施設設備維持充実費93,000円）
　ウ　医療リハビテーション学専攻　６年修学
　　　330,000円（授業料253,000円、施設設備維持充実費77,000円）
長期履修期間の短縮を許可された場合、短縮することによって生じた学費の差額は、許可を受けた学年開始学期の学費
と同一の期間に納入しなければなりません。また、長期履修期間の延長を許可された場合、延長することによって生じた
学費の差額は、許可を受けた学年開始学期に返還します。
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６．栄養学研究科修士課程
⑴　３年修学
　　411,000円（授業料308,000円、施設設備維持充実費103,000円）
　　ただし、３年目は、410,000円（授業料308,000円、施設設備維持充実費102,000円）
⑵　４年修学
　　308,000円（授業料231,000円、施設設備維持充実費77,000円）
長期履修期間の短縮を許可された場合、短縮することによって生じた学費の差額は、許可を受けた学年開始学期の学費
と同一の期間に納入しなければなりません。また、長期履修期間の延長を許可された場合、延長することによって生じた
学費の差額は、許可を受けた学年開始学期に返還します。

７．薬学研究科博士課程
⑴　５年修学
　　528,000円（授業料405,000円、施設設備維持充実費123,000円）
　　ただし、５年目は、528,000円（授業料404,000円、施設設備継続充実費124,000円）
⑵　６年修学
　　440,000円（授業料338,000円、施設設備維持充実費102,000円）
　　ただし、３年目から６年目は、440,000円（授業料337,000円、施設設備維持充実費103,000円）
⑶　７年修学
　　378,000円（授業料290,000円、施設設備維持充実費88,000円）
　　ただし、２年目から７年目は、377,000円（授業料289,000円、施設設備維持充実費88,000円）
⑷　８年修学
　　330,000円（授業料253,000円、施設設備維持充実費77,000円）
長期履修期間の短縮を許可された場合、短縮することによって生じた学費の差額は、許可を受けた学年開始学期の学費
と同一の期間に納入しなければなりません。また、長期履修期間の延長を許可された場合、延長することによって生じた
学費の差額は、許可を受けた学年開始学期に返還します。

８．食品薬品総合科学研究科博士後期課程
⑴　４年修学
　　495,000円（授業料380,000円、施設設備維持充実費115,000円）
　　ただし、３年目および４年目は、495,000円（授業料379,000円、施設設備維持充実費116,000円）
⑵　５年修学
　　396,000円（授業料304,000円、施設設備維持充実費92,000円）
　　ただし、４年目および５年目は、396,000円（授業料303,000円、施設設備維持充実費93,000円）
⑶　６年修学
　　330,000円（授業料253,000円、施設設備維持充実費77,000円）
長期履修期間の短縮を許可された場合、短縮することによって生じた学費の差額は、許可を受けた学年開始学期の学費
と同一の期間に納入しなければなりません。また、長期履修期間の延長を許可された場合、延長することによって生じた
学費の差額は、許可を受けた学年開始学期に返還します。

長期履修生の学生教育研究災害傷害保険料については、次のとおりとします。

１．法学研究科、経済学研究科、人間文化研究科、心理学研究科� ３年修学� 2,600円
２．総合リハビリテーション学研究科� ⑴　修士課程� ３年修学� 2,600円
� � ４年修学� 3,300円
� ⑵　博士後期課程� ４年修学� 3,300円
� � ５年修学� 4,050円
� � ６年修学� 4,700円
３．栄養学研究科� � ３年修学� 2,600円
� � ４年修学� 3,300円
４．薬学研究科� � ５年修学� 2,600円
� � ６年修学� 3,300円
� � ７年修学� 5,700円
� � ８年修学� 6,700円
５．食品薬品総合科学研究科� � ４年修学� 3,300円
� � ５年修学� 4,050円
� � ６年修学� 4,700円
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■奨学金制度
〈学内奨学金〉

名　　称 金　　額 採用人数 出願資格 期　　間

神戸学院大学大学院支給奨学金
（大学院経済支援給付奨学金）

大学院生が属する研究科の
当該年度学費の２分の１

（給付）
５名程度

・�学費支弁の困難な者
・�研究の継続と熱意をもち、
　向上を目指している者

１年限り
（更新可）

神戸学院大学大学院特別奨学金
（大学院研究奨励給付奨学金）

研究科により
年額18万円または22万円

（給付）

原則、大学院各研究科
課程毎に収容定員の
２分の１

研究に熱意を持ち、学業、人
物ともに優秀な者

１年限り
（更新可）

神 戸 学 院 大 学 私 費 外 国 人
留 学 生 奨 学 金

年額36万円
（給付） 若干名 学業の継続・向上を目指し経

済的理由により修学困難な者
当該年度
（更新可）

※大学院支給奨学金と大学院特別奨学金は、併用して受給することはできません。

〈学外奨学金〉
名　　称 貸与月額 出願資格

日本学生支援機構
第一種奨学金
（無利子）

修士� 50,000円又は　88,000円
博士後期および薬学課程� 80,000円又は122,000円

高度の研究能力を有し、経済
的理由により修学に困難があ
ると認められる人。ただし、
留年（休学によるものは除
く）、留学に相当する間は申込
みできません。

日本学生支援機構
第二種奨学金
（有利子）

５万円・８万円・10万円・
13万円・15万円の５種から選択

〈2020年度奨学生採用状況（大学院）〉
名　　称 採用実績

神戸学院大学
大学院支給奨学金 2名

大学院特別奨学金 44名

日本学生支援機構
第一種（無利子） 7名

第二種（有利子） 2名

■取得できる教育職員免許状
本学大学院では、別に定める教職課程の履修に関する規則に従い、必要な専門教育科目を履修することによって、下記
の免許状を取得することができます。
ただし、修士の学位を有することと、取得したい専修免許状と同一の教科の一種免許状を取得していることが必要です（所
定の単位を修得している場合を含む）。

区　　　分 中学校教諭
専修免許状

高等学校教諭
専修免許状

法学研究科
法学専攻　修士課程
国際関係法学専攻　修士課程

社　　会 公　　民

経済学研究科
経済学専攻　修士課程
経営学専攻　修士課程

社　　会 公　　民

人間文化学研究科
人間行動論専攻　修士課程 社　　会 公　　民

人間文化学研究科
地域文化論専攻　修士課程

社　　会
国　　語
英　　語

地理歴史
国　　語
英　　語

栄養学研究科
栄養学専攻　修士課程 栄養教諭専修免許状
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学長からのあいさつ

学　長　 佐 藤　雅 美

― 「成長のステージ」としての神戸学院大学大学院 ―

神戸学院大学は、1966年に、体質医学の権威であった初代学長・森茂樹博士の下、建学の
精神「真理愛好・個性尊重」を掲げて、栄養学部だけの単科大学として創立されました。それから
半世紀あまりが経った現在では、神戸市内の複数のキャンパスに10学部と８つの大学院研究科を
配置し、学生数１万1000人あまりを擁する文理融合型の私立総合大学に発展しました。卒業生・
修了生は、約９万人にのぼり、多種多様な分野で活躍されています。
本学の大学院の歴史は、1974年に法学研究科と栄養学研究科が設置されたことに始まりま
す。その後、経済学研究科、薬学研究科、食品薬品総合科学研究科、人間文化学研究科、総合リ
ハビリテーション学研究科が順次設置されてきました。
2019年度からは、国家資格・公認心理師の養成カリキュラムに対応する心理学研究科（修
士課程・博士後期課程）が本学８番目の大学院研究科としてスタートしています。修士課程にお
いては新たな心理専門職である公認心理師を着実に生み出すとともに、博士後期課程ではこの分
野の指導的役割を果たす研究者・実務家を育成することになります。
神戸学院大学の大学院は、社会科学系、人文科学系、そして医療・健康・福祉系といった多様
な分野を対象とする研究科で構成されています。各研究科の修士課程は、高度専門職の育成、高
度な専門的知識と思考力を有する職業人の養成をも目的としており、資格専門職、国家公務員・
地方公務員、中学・高校教員、様々な業種・職種の企業人など、多様な将来の進路に対応してい
ます。他方、博士課程・博士後期課程では、教育・研究職に必要とされる高度な専門的能力の育
成、その成果としての博士論文の作成を目的としています。
本学では大学院改革に着手しており、2022年度からは研究科・専攻を横断する「共通科目」
の開設や他研究科、他専攻の科目履修の可能性が広がるなど、学びの充実が実現される予定です。
本学大学院の恵まれた修学・研究環境、さらには本学独自の給付奨学金制度なども活用して、
充実した大学院生活を送っていただきたいと思います。神戸学院大学大学院は、人生のグレード
アップを目指す人のための「成長のステージ」として、入学した皆さんの「夢」の実現を全面的
にサポートしていく所存です。
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■沿　革
本法人の創立は、1912年（明治45年）に創設者森わさが、精神教育こそ女子教育の急務である、精神の根幹たる腹の教育、
底力のある教育、真に社会に役立つ人間の教育を目標として、神戸市兵庫区に私立森裁縫女学校を創立したことにはじまり
ます。創設者森わさは、その後自らも厳しい修行と研鑽を続けながら、確固不抜の信念のもとに日本婦人本来の美徳を身に
つけた女性の育成を行いました。その結果、校運は隆昌の一途をたどり、1918年（大正７年）には私立森女学校と改め、
第一次世界大戦後の社会情勢に対処し、1923年（大正12年）には私立森高等女学校を併設、一層女子教育に力を入れ、
1936年（昭和11年）には神戸市兵庫区会下山町に新校地を求め、校舎の新築移転をなし、戦時下厳しいなかにも信念
の女子教育を続けました。
戦後、学制の一変により新生・神戸森高等学校・神戸森中学校と改まり学校法人への組織変更も行われ、創設者の精神
を受け継いでさらに学園の充実発展に努め、戦後の女子教育に貢献し続けました。
その後、大学設置の機運が高まるなかで、1951年（昭和26年）に学園の施設整備の実情と、神戸市内に女子の短期
大学以上の夜間教育機関がほとんどないなどの理由により、当初は家政科二部（夜間課程）の短期大学として設置を文部
省（現：文部科学省）に申請し、翌1952年（昭和27年）３月認可を得て神戸森女子短期大学を開設しました。
さらに、1966年（昭和41年）には学園のさらなる発展のために、神戸市垂水区伊川谷町（現：神戸市西区伊川谷町）
に神戸学院大学を開設しました。当初は栄養学部のみでしたが、これは日本最初の男女共学の栄養学部であり、その先見
性と独自性は本学の誇りとするところです。以後、法学部、経済学部、薬学部、人文学部、経営学部、総合リハビリテーシ
ョン学部、現代社会学部、グローバル・コミュニケーション学部、心理学部を開設しました。また、1974年（昭和49年）
には、社会および自然に関する学術の理論と応用を教授研究し、その深奥を究めて、文化の進展に寄与することを目的と
して、大学院法学研究科および栄養学研究科を開設しました。以後、経済学研究科、薬学研究科、食品薬品総合科学研究科、
人間文化学研究科、総合リハビリテーション学研究科および心理学研究科を開設し、現在では人文、社会、自然系のバラ
ンスのとれた10学部８研究科を擁する総合大学に発展しています。
情報化社会・国際化社会に対応することのできる優れた人間育成のために、本学では早くからコンピュータ設備を導入し、
海外からの客員教授を招いての講義や語学演習など、ハード・ソフト面での教育・研究環境整備の充実に努めるとともに、
公開講座やコンサートなど、地域社会に開かれた大学としてもさまざまな活動を行っています。

■年　譜
1912年［明治45年］� 私立森裁縫女学校創立

1918年［大正 ７ 年］� 私立森女学校と改称

1923年［大正12年］� 私立森高等女学校の設置認可

1924年［大正13年］� 私立森高等女学校を神戸市森高等女学校に改称

� （現在の神戸学院大学附属高等学校に発展）

1948年［昭和23年］� 神戸森高等学校設置

1952年［昭和27年］� 神戸森女子短期大学開設

1966年［昭和41年］� 神戸学院大学設置認可

� 栄養学部栄養学科開設（初代学長：森�茂樹就任）

� １号館　校舎（有瀬キャンパス）竣工

� 短期大学を神戸学院女子短期大学に改称

� 高等学校を神戸学院女子高等学校に改称

1967年［昭和42年］� 法学部法律学科開設 /経済学部経済学科開設

� 教養部設置 /２号館　校舎竣工 /第１体育館　竣工

1969年［昭和44年］� ３号館　校舎竣工

1972年［昭和47年］� 薬学部薬学科・生物薬学科開設 /４号館　校舎竣工

1973年［昭和48年］� 第２体育館　竣工

1974年［昭和49年］� 大学院法学研究科法学専攻（修士課程）開設

� 大学院栄養学研究科栄養学専攻（修士課程）開設
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1975年［昭和50年］� 大学院経済学研究科経済学専攻（修士課程）開設

� ５号館（図書館本館）　竣工

1976年［昭和51年］� 大学院法学研究科法学専攻（博士後期課程）開設

� 大学院薬学研究科薬学専攻（修士課程）開設

1977年［昭和52年］� 大学院経済学研究科経済学専攻（博士後期課程）開設

1978年［昭和53年］� ６号館　校舎竣工

1979年［昭和54年］� 大学院食品薬品総合科学研究科食品薬品総合科学専攻（博士後期課程）開設

1981年［昭和56年］� ７号館　校舎竣工

1984年［昭和59年］� ８号館（総合研究棟）　竣工

1988年［昭和63年］� ９号館　校舎竣工 /10号館（体育研究棟）　竣工

1990年［平成 ２ 年］� 人文学部人間文化学科開設

1993年［平成 ５ 年］� 経済学部経営学科開設

1994年［平成 ６ 年］� 法学部国際関係法学科開設

� 大学院人間文化学研究科人間行動論専攻・地域文化論専攻（修士課程）開設

� 11号館　校舎竣工

1995年［平成 ７ 年］� 12号館（図書館新館）　竣工

1996年［平成 ８ 年］� 大学院人間文化学研究科人間行動論専攻・地域文化論専攻（博士後期課程）開設

� 13号館　校舎竣工

1997年［平成 ９ 年］� 大学院経済学研究科経営学専攻（修士課程）開設

1998年［平成10年］� 大学院法学研究科国際関係法学専攻（修士課程）開設

1999年［昭和11年］� 大学会館　竣工

2000年［平成12年］� 経済学部国際経済学科開設 /人文学部人間行動学科開設

2001年［平成13年］� 法人名を学校法人神戸学院に改称

� 高等学校を神戸学院大学附属高等学校に改称

2003年［平成15年］� 法科大学院校舎（長田キャンパス）竣工

2004年［平成16年］� 経営学部経営学科開設 /人文学部人間心理学科開設

� 大学院薬学研究科医療薬学専攻（修士課程）開設

� 大学院実務法学研究科（法科大学院）実務法学専攻（専門職学位課程）開設

� 14号館　校舎竣工

2005年［平成17年］� �総合リハビリテーション学部医療リハビリテーション学科（理学療法学専攻・作業療法学専攻）・

社会リハビリテーション学科開設

� 15号館　校舎竣工

2006年［平成18年］� 人文学部人文学科開設

� 薬学部薬学科修業年限変更（６年制へ移行）

� 学際教育機構（防災・社会貢献ユニット）実施

� 神戸学院女子短期大学閉学

2007年［平成19年］� ポートアイランドキャンパス開設

� A・B・C号館　校舎竣工

� 学際教育機構（スポーツマネジメントユニット）実施

� 共通教育機構実施 /心理臨床カウンセリングセンター開設

2008年［平成20年］� 大学院人間文化学研究科心理学専攻（修士課程）開設

2009年［平成21年］� �大学院総合リハビリテーション学研究科医療リハビリテーション学専攻・社会リハビリテー

ション学専攻（修士課程）開設
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2011年［平成23年］� 大学院総合リハビリテーション学研究科医療リハビリテーション学専攻（博士後期課程）開設

2012年［平成24年］� 大学院薬学研究科薬学専攻（博士課程）開設 /学校法人神戸学院創立100周年

2014年［平成26年］� 現代社会学部現代社会学科・社会防災学科開設

� 全学教育推進機構実施

2015年［平成27年］� グローバル・コミュニケーション学部グローバル・コミュニケーション学科開設

� 総合リハビリテーション学部理学療法学科・作業療法学科開設

� D号館　校舎竣工

2016年［平成28年］� 栄養学部栄養学科　改組

� （管理栄養学専攻・生命栄養学専攻　設置）

� 神戸学院大学創立50周年

2017年［平成29年］� 共通教育センター　スポーツサイエンス・ユニット実施

� 神戸学院大学附属中学校開校

2018年［平成30年］� 心理学部心理学科開設

2019年［平成31年］� 大学院心理学研究科心理学専攻（修士課程・博士後期課程）開設

� ポートアイランド第２キャンパス／神戸三宮サテライト開設

2020年［令和 ２ 年］� 栄養学部栄養学科生命栄養学専攻名称変更

� （生命栄養学専攻�→�臨床検査学専攻）



募集要項の請求について
2022年度大学院募集要項（入学願書）は７月上旬より配布
します。
資料のご請求、お問い合わせは、
郵便、電話、FAX、E メールにて下記までお願いします。

【お問い合わせ】
神戸学院大学入学・高大接続センター

 ：nyushi@j.kobegakuin.ac.jp

交通機関のご案内
ポートアイランド第１・第２キャンパスへのアクセス
・電車
JR神戸線「三ノ宮駅」、阪急・阪神「神戸三宮駅」、神戸市営
地下鉄「三宮駅」から神戸新交通ポートライナーに乗車し
「みなとじま駅」下車。西へ徒歩約６分

直通バス※
「三宮（阪神三宮東口）」から快速バス「神戸学院大学有瀬
キャンパス方面行」に乗車し、「神戸学院大学（KAC）」または
「神戸学院大学口」下車
※直通バスは授業時間に合わせて運行。運行時間、本数には限りがあります。

・バス
直通バス※
「三宮駅前」から「ポーアイキャンパス行」バスで約14分
「神戸駅南口」から「ポーアイキャンパス行」バスで約15分
※直通バスは授業時間に合わせて運行。運行時間、本数には限りがあります。

有瀬キャンパスへのアクセス
・電車／JR
JR 神戸線「明石駅」南側西ロータリー「⑦番」のりばから、
神姫バス「神戸学院大学方面行」に乗車し、「神戸学院大学」
下車

・バス

・電車／神戸市営地下鉄
神戸市営地下鉄  西神・山手線「伊川谷駅」駅前バス停「④番」
のりばから、神姫バス「神戸学院大学経由明石駅行」に乗車し、
「神戸学院大学」下車

有瀬キャンパス

 https://www.kobegakuin.ac.jp/

三ノ宮

ポートアイランド第１・第２キャンパス

有瀬キャンパス

（神戸三宮・三宮）

大阪梅田

阪急

阪神・近鉄

ポートライナー

JR神戸線

JR山陽新幹線

山陽明石山陽姫路
明石西明石 神戸 近鉄奈良姫路

西代

伊川谷

西神中央

元町

みなとじま

大阪梅田

新神戸 新大阪

京都

大阪
神戸市営地下鉄
西神・山手線

ス
バ
姫
神

阪急神戸本線
阪神本線
神戸市営地下鉄
ポートライナー
神姫バス
神戸高速鉄道
山陽電鉄本線

JR

HP

ポートアイランドキャンパス


